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産業集積と地域政策
第１部 産業集積の地域的特徴

コーディネーター：渡辺俊三

パネリスト：渡辺幸男，植田浩史

有田辰男，渋井康弘

（＊）本稿は、名城大学開学75周年記念事業の

一環として、2001年９月23日に名古屋国際会

議場で開催された学術シンポジウム「産業集積

と地域政策」（名城大学地域産業集積研究所主

催）の模様を、紙上に再現したものである。シ

ンポジウムは第１部、第２部の二部構成であっ

たが、本号ではその第１部を掲載する。

【コーディネーター】 本日は名城大学75周年

記念シンポジウムにご参加いただきありがとう

ございます。私は名城大学経済学部の渡辺俊三

といいます。本日のシンポジウムの前半部分の

司会をいたしますので、どうぞよろしくお願い

いたします。それでは、パネリストを発言順に

紹介いたします。

最初は、慶応義塾大学経済学部教授の渡辺幸

男さんです。（拍手）

渡辺さんは1970年代半ば頃から東京都、特に

大田区を中心にした中小企業、とりわけ零細企

業の実態調査を行っており、今では調査対象は

日本全国にまで拡大して、地域産業集積研究の

草分けとも言うべき人です。1997年には、これ

までの調査を総括的にまとめた本、タイトルは

『日本機械工業の社会的分業構造』というもの

ですが、これを有斐閣から刊行しております。

また98年には、この本のバックデータとなるも

のを『大都市圏工業集積の実態』としてまとめ、

慶応義塾大学出版会から刊行しています。そう

いう方です。

それから次は、大阪市立大学経済研究所助教

授の植田浩史さんです。（拍手）

植田さんは1930年代の下請制成立の過程を

歴史的に明らかにすると同時に、現代的なテー

マであります東大阪市の産業集積の実態につい

ても研究しており、2000年には植田さんの共同

研究者たちと東大阪の産業集積についてまとめ

た本、『産業集積と中小企業』を創風社から刊行

しております。こういう方です。

それから３番目ですが、名城大学名誉教授の

有田辰男さんです。（拍手）

有田さんは今年３月まで名城大学商学部にお

いて中小企業論を担当しておりました。有田さ

んは中小企業論の理論的研究をすると同時に、

本学の地域産業集積研究所の中心メンバーとし

て名古屋市の産業集積の実態調査を行ってまい

りました。こういう方です。

それから最後に、名城大学経済学部助教授の

渋井康弘さんです。（拍手）

渋井さんは自動車産業の工業技術論を中心に

研究しておりますが、その延長で下請外注管理

についても研究しています。有田さんと同じく、

地域産業集積研究所の中心メンバーとして名古

屋市の中小企業の実態調査を行っております。

以上４名の方々に１人当たり約20分程度を

目安に、各地域の産業集積の特徴についてご発

言いただきます。渡辺さんに東京及び京浜地区

の産業集積について話をしていただきたいと思

います。渡辺さん、お願いいたします。
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【渡 辺】 慶応義塾大学の渡辺です。

きょうお話しすることは東京の特に京浜地域

の産業集積、これの特徴をどうとらえたらいい

のか。名古屋と比較して 私も名古屋に多少

は足を運んでお話を伺ったこともありますの

で、それを念頭に置きながら少しお話ししたい

と思います。

まず渡辺俊三さんの方から、まずは産業集積

とはお前はどう考えるのかというところから始

めろという宿題がありますので、その辺のとこ

ろからお話をしたいと思います。まあ産業集積、

最近いろいろな形で取り上げられていますが、

私は、ごく端的に言えば、産業企業が一定地域

内に多数集まることにより、集まっていること

から独自の機能を生み出している。これを産業

集積というふうに考えたいと思っています。

一つは集まっていること。ある一定の地域に

集まっているということ。当然のことながら地

域の広さはいろいろあります。それから、同時

に、集まることが一定の独自な機能を生み出し

ているということ。マーシャル流の話で言えば

外部経済という話になると思いますが、そのよ

うな形での独自性を持っている。それが産業集

積であって、ただ単に集まっていれば産業集積

ではないというのがそこで言っていることで

す。それから集まっている単位、広がりも実は

かなり多様に考えることが可能であろうと思い

ます。私は極端な場合、京浜地域を中心に考え

ますと、産業集積として東日本全体あるいは中

部から東北、南東北ぐらいまでの範囲を一つの

集積ととらえる視点も可能だというふうに考え

ております。そのような意味で地域的広がりと、

それからその中で産業企業が集まっていて、そ

のことが独自な機能を地域的広がりの中に存在

する企業に対してもたらしている。それが産業

集積と言えるものではないかと思っています。

その中で、特に私自身が中心的にこれまで見て

きたのは京浜地域の産業集積、それも広い意味

での機械工業の産業集積です。

広い意味でと申しますのは、機械工業もいろ

んなレベルでとらえることが可能だと思います

が、ここで述べているのは、例えば工作機械と

か、あるいは産業機械というものに限定しない

で自動車も輸送機械も、それから精密機械、カ

メラ等々ですね、あるいはエレクトロニクス機

器、電気機械等々を含めた広い意味での金属を

加工し、それを組み立てて機械的な機能を持た

せる。そういうもの、それの一連のものづくり。

そんなものが実は私の研究対象でもあります

し、そういう企業が集まっていることが京浜地

域において独自の機能を発揮させることになっ

ているんじゃないかと考えているわけです。

その意味できょうこれから短い時間ですがお

話しする中身の対象は、広い意味での機械工業、

レジュメのところの最初に頭に書いてあること

なんですが、私のレジュメは２枚組になってい

まして、他の方とちょっと異質なのは２ページ

目にですね、首都圏版の大田区の企業を紹介し

た６月の日経の記事が載っているということで

す。

実はたまたまこの話があった時に思い出し

て、学生にも紹介で使っていた記事なんですが、

大田区のあるいは京浜地域の東京の機械工業の

集積を考えるのに最も適切な事例がたまたま首

都圏版に載っておりました。その二つをせっか

くですので、具体的なイメージを皆さんに持っ

ていただくためにここにあえて載せたわけで

す。

そこで何が言いたいかといいますと、同じよ

うに集積していながら、それで集積のあり方に

よって非常に機能の持ち方が違うし、集積の独

自な機能と先ほど言いました。集積は独自な機

能を持っているから集積なんだと。ただ集積し

ていれば、企業が集まっていれば同じような意

味で集まってない場合に比べて独自な機能を持

っていると必ずしも言えない。集積等のあり方
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によって非常にその機能は異なってくる、多様

である。独自な機能といっても実は京浜の独自

な機能と、あとで植田さんが東大阪のお話をさ

れるわけですが、独自な機能、かなり近いとこ

ろもあるんですが、少し違うんじゃないかなと

いう気持ちも持っています。まして中京地域の

集積のあり方、もちろん非常に高い集積度を誇

っていらっしゃることは確かなんですが、そこ

に持っている独自の機能とはかなり違うんじゃ

ないかと考えております。

その根本的なところの背景にあるのは、そこ

の例に挙がっている企業もある意味では典型な

んですが、京浜地域、1950年代、60年代ぐらい

までは巨大企業があって、その協力工場が全部

京浜地域にありました。そういう地域の特徴を

持っていましたが、その後地価が上がり、労働

力が不足している中で、土地が限定されている

中で、大きな工場はほとんど外へ出ていってし

まって、あとで３時からあとの後半の方でお話

しされる大田区の山田さんなんか典型的にその

中でもがかれていたわけですが、外へ出て行っ

てしまって、外へ出て行った中で残った企業、

ある意味で、まあ90年代に入ってからの言葉で

言えば「空洞化」の先進地域なんですね。私は

「空洞化」という言葉は好きじゃないんですが、

当時も、たしか「空洞化」という言葉は使われ

たと思います。大企業がほとんどなくなってし

まって、量産工場がなくなってしまいました。

しかしそこに残った企業は実は特定の大企業、

あるいは特定の幾つかの大企業に依存すること

なく、あるいはさらに言えば特定の産業に依存

することなく、しかもそれから80年代ぐらいま

では工場数が急激に増えていき、非常に独自な

特徴のある生産機能を発揮できる。そんな状況

になっていったわけです。

その意味で非常に大きな特徴をまず否定的な

形で言えば、系列的な関係での集積ではない。

あるいは特定の企業、特定の産業、愛知のとこ

ろをどうとらえるかというのは非常に微妙なと

ころがあって、有田先生や渋井さんがあとで言

われると思うんですが、特定の産業に依存しな

いし、特定の企業に依存しない。しかも、それ

にもかかわらず巨大な 大田区だけで一時

は九千ぐらいの工場がありました。もちろん非

常に小さいんですが、九千ぐらいの工場が

機械関連の工場ですね あるような状況が

存在できる。それが非常に活力を持って展開で

きる。それは何なんだろうかという話になるわ

けです。

その時に、きょう２ページ目に示した ち

ょっとご覧になっていただきたいんですが

二つの事例、特に右側の事例が私は典型的

な大田区の姿をあらわしている。大田区の一面

と言わないと、あとで山田さんに怒られちゃう

かも知れないんですが、一面であることは確か

で、ある主要な側面はああした企業が典型だと

思います。そこはあとで詳しく読んでいただき

たいんですが、そこの特徴は、試作をやってい

るということです。試作業。ただこれは別に特

別なことではありません。どこの地域でももの

づくりをする時には必ず、特に機械でものづく

りをする時には試作があるわけです。そういう

意味では決して珍しいことでも何でもない。

ただ、ここで注目したいことが幾つかあるん

ですが、そこの、何て読むのか、始まる前に山

田さんに聞けばよかったんですが、アンキュウ

と読むのかヤスヒサと読むのか、私、ここを伺

ったことがないんでちょっとわからないんで

す。ヤスヒサですか すみません。教えてい

ただきました。安久工機（ヤスヒサコウキ）。従

業員７人の会社です。下丸子という 下丸子

は私も何回か行きまして幾つかの工場で話を聞

いているんですが、下丸子の７人の会社だとい

うことにまず注目していただきたいんです。こ

の７人の会社が、あとで見るように、その３段

目のところに書いてありますが、約30の協力工
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場を使って、自前でものづくりをするのは1％

の急所だけで、あとの99％は外注だというよう

な表現をされるような形でものづくりをやって

いるということです。非常に小さな企業、７人。

だから息子さんも入っていますから、これはご

主人と息子さんも７人の社員の中に入っている

と思うんで、外の雇っている人は 奥さんも

多分一緒に入っているんじゃないかと思います

から、これも山田さんに聞かなきゃいけないか

もしれませんが まあ雇っている人は３

～４人だと思います。もしかしたら息子が２人

でやっていたら、それこそ２～３人しか雇って

ないような会社。それが非常に高度な試作品を

引き受けて、一部で自社製品もお持ちである。

それを多様な外注先を使ってやっている。

左側の方の会社は、これは鋳造といいますか、

そこにあるようにメタルマウスという物をつく

ったところに象徴されるような多品種少量生産

の鋳物の関係の会社だということです。ここも

従業員は６人という形で数字が出ております。

非常に専門化したところでの独自な生産機能を

持っている。しかし従業員は小さくて６人であ

る。しかしその企業が、鋳物としては肉厚１ミ

リという非常に独自の技能、技術といいますか

その中間ぐらいだと思いますが 発揮

して製品をつくっている。しかもそれで食って

いるわけじゃなくて、それは一つの新しい柱に

なるかならないかのレベルで、いろんな形で鋳

物の仕事をやっている。そこに書いてあります

ように、機械鋳物が中心だけどアルミ鋳物の花

壇栅、都市景観用のエクステリア等々、一番最

後のところに書いてありますが、いろんな分野

に出ていって、いろんな形で単に機械の部品に

こだわらないで自分の技能、技術を生かせると

ころはすべて幅広くやっている。この姿、この

形が実は非常に特徴的なわけです。

技術ももちろん重要なんですが、非常に高度

な技術を持っていますが、同時にそれがいろん

な分野、いろんな形で使えるような技術、試作

の場合もここで書いてあるようにいろんな分野

のところから仕事を取られています。それから

鋳物屋さんの方もいろんな仕事をやっていらっ

しゃる。しかもその中で高度な技術・技能をお

持ちである。専門化している。専門化した以外

での部分に関しては、多数の関連企業との取り

引きの中でそれを補っている。安久さんの場合

は三十ほどというふうに書かれています。

注目していただきたいのは、６～７人で三十

もの外注を使うということをどういうことを意

味するんだろうかということです。外注担当者

が多分１人いらっしゃるんでしょう。ご主人か

もしれません。その方が飛び回ってやっていか

なきゃ多分できないような状態。そうすると、

社内で働いているのは果たして何人いるのかと

いうような計算も簡単にできると思いますが、

皆さん、そちらの方は逆に私よりも専門家だと

思いますが……。非常に小さな企業であっても、

特定のところとのつながりの中で食っているん

じゃなくて、自分で多様なつながりを持ってい

る。

しかも、もう一つ注目していただきたいのは、

ここではちょっと表に出てきていませんが、そ

れじゃその三十の外注先はどうやって食ってい

るんだろうか。この安久さんの仕事だけで食っ

ている。とんでもありません。そんなことはあ

り得ません。安久さんの仕事、実は試作ですし、

全部で合わせて１億1,600万円しか売り上げが

ないわけですから、それで食えるわけはありま

せん。いくら小さくたって、３～４人の会社が

30社としたって100人が食わなきゃいけない

わけですから食えるわけがない。実は非常に多

様なところと取り引きをして30社も食べてい

ると。その30社を安久さんは、自分が必要な時

に、ここは例えば鋳物が得意だというならば、

先ほどの羽田と下丸子だとちょっと遠い 大

して遠くもないですね。車で行けばすぐですが、
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東京ですから混んでいますからちょっと時間が

かかるかもしれませんが……。まあCADで安

久工機がつながっているかどうかわかりません

が、いずれにしても非常に多様な物を多様な形

で外注し、そして必要な時だけそれを利用する。

ここが決定的な違いなんですね。

名古屋の場合、私が話を伺って、自動車関係

やなんかの場合、あるいは工作機械の場合でも

そういう感じがしたんですが、やはり特定のと

ころとのつながり、それが非常に重視されてい

る。同じ集積の中でもそういう考え方の中で生

きていらっしゃる方が多いという印象を受けま

した。しかしながら京浜地域の場合、1970年代、

私が歩き始めた70年代半ば、オイルショックの

後ですね。そのくらいの状況から大きく変わっ

ています。ますます変わって特徴的になったの

は、要はそれぞれのつながりが非常に変化に富

んでいる。変化に富むことによって、例えば試

作でこういうものが必要になった時には、こう

いうところに頼む。頼まれた方も頼まれたらき

ちんとやる。しかし同時に、常に特定の企業と

の取り引きの中で食っているわけじゃない。い

ろんなところの企業の仕事をやっている。そう

いうノウハウを蓄積しながら、なおかつ特定の

加工や特定の試作というような分野には専門化

して高度なものをつくり上げている。これが非

常に大きな特色なわけです。

なぜそんなことが必要なんだろうか。なぜそ

んな形でしか食えないんだろうか。特定のとこ

ろをメインにして、そこにつながりを持って一

生懸命仕事をやっていく。これは厳しいことは

厳しい。私は決してそれが楽なことだとは思い

ませんが、しかし同時にいろんなところの仕事

をやって、それもレベルを高くやっている。こ

れは非常に面倒なんですね。難しいんですね。

嫌な仕事なんですね。70年代半ば、町工場

先ほど俊三さんの方から紹介いただきましたが

大田区の零細工場がたくさんありました。

ここの話で「嫌な仕事なんだよ」と言いながら、

そういう仕事を専らやっていらっしゃいまし

た。その中で鍛えられてくる。しょっ中いろん

な物をつかいながら、その得意先ごとに応じて

自分の技を生かして、そして物をつくっていく。

で、適切に納期を守っていく。そんなことので

きる企業集団、そういうものが大田区の大きな

特色なわけです。

これは安定的にある方向で仕事がある。ある

産業の仕事が、ある大手の企業から流れてくる。

メニューがあって、そのメニューから メニ

ューはかなりバラエティーに富んでいるとして

も 例えば日立製作所の日立地域なんかを

考えていただくとわかるんですが、あそこの地

域には自動車部品、電装品もあれば重電もある。

いろんな物がかつてはありました。今は大分変

わっていますが。その中でいろんな物が流れて

きます。しかしそれは日立の流れの中でそれぞ

れ位置づけられるものであって、日立の全体を

眺めていれば、大体どんな流れの中で自分とこ

ろが存在しているか目に見えるわけです。その

中で自分がどう食っていくか。ある方向が明確

な中で上を向いて一生懸命努力すれば、少なく

とも90年初めぐらいまでは生きられたわけで

す。大田区の場合、既に70年代から、それでは

食えない。

じゃあどういうことかと言いますと、それぞ

れ突拍子もない仕事が来る。その仕事をうまく

こなすと、結構いい値段になる。私が最初に調

べたころ、大田区のアワーチャージが1,500円

ぐらいの時に、日立を調べられた方は800円ぐ

らいだとおっしゃいました。中身は、話を伺っ

ていると、調査した者同士意見を交換したんで

すが、やっている仕事は全く同じです。使って

いる機械は大田区の方が古かった。機械的には

そういうものです。ただ、仕事の仕方がガラッ

と変わっていまして、先ほど言ったような非常

に変化の激しい仕事をやっている。
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なぜそんなことを言いたいかといいますと、

要はこういう形でやっていくことが何を意味し

ているのか。実は非常に変化の激しさ、量的な

変動というもの、質的な変化、そういうものに

対応するためには非常に身を身軽にして専門化

して、そして多様なつながりを持って、そして

それは受注先としてもつながり、それから外注

先ともつながり、その中で自分が一つの結び目

になっていき、変化の激しいものを自分なりに、

その一番自分の得意とするところだけ取ってく

る。変化すればそれに合わせて自分も変えてい

く。取引先を変える。外注先を変える。それに

よって実は非常に専門化した企業が変化の激し

い中で、いわば逆に豊かに食べていくことがで

きる。それがこの京浜地域の一つの大きな特色

だったわけです。1960年代の末ぐらいから形成

され、70年代、80年代と強化され、90年代に至

って非常に大きな問題を抱えている地域なんで

すが、少なくともそれまではそういう変化の激

しいものを……。

ですから京浜地域の工場を見てきますと非常

によくわかるんですが、ここの安久さんもそう

ですが、多分安久さんの使っている下丸子の外

注先も、別に大田区あるいは京浜地域だけの仕

事をやっているとは限りません。関東一円から

仕事を取ってきています。この鋳物屋さんも多

分そうだと思いますが、特定の専門加工をして、

それに関連する非常に半端な仕事であれば高額

で取ってくる。

ここにちょっと挙げておいた例としては、諏

訪の例を挙げておいたんですが、諏訪のプラン

トメーカー、このプラントメーカーは中堅企業

でして、中小企業とは言えないぐらいの大きさ

を持っているんですが、電気製品の組立ライン

をつくっているような会社です。その会社が諏

訪地域にも結構加工屋さんはあるんですが、諏

訪地域の加工屋さんは今言ったような意味の柔

軟さ、専門化と、何て言いますか、ネットワー

クを持っていて、いろんなつながりの中で商売

をやるような能力に欠けているということで、

諏訪地域で30社ほど協力工場を持っていなが

ら、90年代の半ばです。不況の真っ最中です。

あえて２割高い、この諏訪の場合は北から入っ

てくるということもありまして、東京の北の方

の企業、北区とか足立区の企業に外注していた

んですが、そういう企業にあえて外注していま

した。なぜかというとプラントメーカーは数が

出ません。そしてしょっ中内容が変わります。

ますます、90年代に入ってから納期が問題にな

ってきました。納期がなくて、しかも新しいこ

とを次々やっていかなきゃいけない。すると新

しい部品を外注しなきゃいけない。しかもいろ

んな工程を複雑に絡めて外注してなきゃいけな

い。諏訪だと一つ一つ、全部このＭ機械という

ところの購買担当者が管理してやって、一つず

つ回して、しかも諏訪の企業に対しては一定量

を保証しないとやってくれない。それに対して

東京の企業だと、これはと思う管理能力のある

零細工場、安久さんみたいなところだと思うん

ですが、そういうところへ頼むと、納期までに

ぐるっと仲間へ回してやってくれる。しかもも

う一つの点は、出したくなくなったらやめても

大丈夫ということです。しかし２割高く取られ

るという話でした。

まさに、ここに東京の京浜地域の特徴があり

ます。それぞれが非常に専門化しています。し

かしそれが非常に柔軟な結びつきを持っていま

す。「仲間取り引き」という言葉でよく言われる

んですが、双方向で取り引きしています。安久

さんが発注する場合もあれば、逆に安久さんが

外注しているところから逆に安久さんが頼まれ

て受注している場合も十分考えられます。ただ

試作ですから、ちょっと違うと思いますが、こ

の外注企業間ではしょっ中やっています。自分

の得意じゃないところや、自分が忙しい時には

外注する。それから逆に、相手が忙しかったり、
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相手が得意じゃないところに関しては自分のと

ころがやる。そういうことを通して、実は大田

区だけで９千ぐらい、京浜地域で２万５千ぐら

いですか。一時多い時は工場があったんですが、

その工場が全体として見ると、非常に柔軟に関

東一円の非常に変化の激しい、まとまらない、

難しい、嫌な面倒な仕事、それを取ってきて、

こなして供給していく。これが集積を生かして

独自の機能を発揮した京浜地域の大きな特色で

す。

その京浜地域、実は90年代へ入って非常に厳

しい状況になっています。これは山田さんの方

からいろいろあとでお話があると思うんです

が、私はどちらかというと80年代までのハッピ

ーな時代を調査していまして、90年代へ入って

からはあまり京浜地域は動いていないんです

が、お話をいろんな形で伺っていますと、やは

り、一つは日本国内全体での半端な仕事の絶対

量が減っている。そういうものが関東地域、あ

るいは東日本であれば京浜地域に集まってくる

んですが、それの絶対量が減ってくる。それは

もう海外へ出ていく。試作や何か、製品開発等々

も海外へ出ていくというようなことも大きな問

題になってきています。

それからもう一つ、主体側として高齢化が進

んできて、供給能力、やめていくところがあっ

て、ブツブツといろんなところが消えてしまっ

ている。それからもう一つは、京浜地域として

見ますと非常に減っているんですが、その周辺

にそれにとって代わるような・・交通の便がよ

くなり情報の流通がよくなってきたんで・・よ

り効率的な形でそれと同じことができるように

なってきている。そんなことがあるんで、京浜

地域だけ区切ってみると、かなり縮小してきま

す。大田区だけで９千から６千に減った。また、

もっと減っているのかもしれません、という話

も聞きました。３分の２、工場が減っていると

いうことは非常に深刻な問題です。

しかし同時に、依然としてそこで持っている

機能、先ほど言ったような変化の激しいものに

対して専門化した企業が非常に自由に結びつき

をつくっていって生産している。実はこういう

機能が依然として大田区を中心とし、京浜地域

を中心とした地域に健在であると私は考えてい

ます。ですから日本経済、日本の産業そのもの

がより変化の激しいもの、そして新しいものを

どんどんつくっていかなきゃならなくなるほ

ど、その陰において京浜地域の持っている集積

の力というのはますます発揮できるようになる

んじゃないかと私は楽観的に見ているんです

が、楽観的に見ていいかどうかはぜひ後で山田

さんに話を聞きたいと思っています。以上です。

【コーディネーター】 ありがとうございまし

た。それでは続けて、植田さんに東大阪の産業

集積について話をしていただきます。じゃあ植

田さん、お願いします。

【植 田】 大阪市立大学の植田です。私の方

からは、東大阪地域の産業集積ということにつ

いてお話ししたいと思います。

１．集積について

最初に、集積について少ししゃべれというこ

となんですけれども、せっかく渡辺先生の方か

ら集積についてのお話がありましたので、それ

をちょっと使わせてもらいまして、幾つか補足

的に私の意見をつけ加えます。先ほど先生がお

っしゃられましたように、やはり一定の地域に

一定の企業が集積して、それが独自の機能を持

って、集積しているということがいろんな意味

での役割を果たしているんだという点について

産業集積を見ていく。この点について私も同様

であります。

ただ、私の方は幾つかつけ加えたいことがあ

ります。一つは、渡辺先生の方からは、地域の
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範囲というのはバリエーションがあってしかる

べきである、という話がありました。渡辺先生

の本を見ても、集積の範囲というのが大田区で

あるとか、あるいはもうちょっと広く京浜工業

地域を見たり、あるいは先ほどお話がありまし

たように東海地域から東北、南東北まで含めた

形で集積を見る。また、最近のいろんな人の議

論の中では、アジアの産業集積ということでも

っと広いのは、中国から日本にかけて、広い範

囲の地域が一つの産業集積として考えるような

見方もあるわけで、確かにそのバリエーション

が今は非常に広がっていると思います。で、い

ろんな意味での地域というのを、いろんなバリ

エーションで範囲を見ていくということはあり

得る話だとは思うんですけれども、ただ、どう

いった形でその範囲というのを考えていけばい

いのかについては、やはりもうちょっと考える

べきではないか。これというものはないんです

けれども、もうちょっと突っ込んで考えていく

必要があるのではないかのかということを一つ

思っております。

それともう一つは、集積というものの歴史的

な分析が必要なのではないのかなと思っていま

す。といいますのは、日本の場合、集積という

のは大都市型とか、あるいは地域の産地型とい

うような、あるいは城下町型というような集積

がよくあるんですけれども、特に大都市につい

て言いますと、日本では東京や大阪や名古屋と

いった大都市に集積が歴史的に形成されてきて

おりますし、現在においても、いろんな問題は

ありつつもまだ現実に存在しております。とこ

ろが、欧米の巨大都市ニューヨークであります

とか、ロンドンでありますとか、パリでありま

すとか、そういったところを考えていきますと、

ある程度の、例えば繊維産業でありますとか、

繊維から発展していった機械とかいうような集

積というのは、ある時期には見られておりまし

たけれども、それが現在では、一部の都市では

もうほとんど見られなくなってきている。ある

都市では発展していったけれども、ある都市で

は集積というものはもうなくなってしまった。

その違いですね。その違いというのをどう考え

るのかということを、歴史的に、特に欧米の都

市との比較という点では見ていく必要があるの

ではないのかなと思っています。

それと同時に、現在、アジアの都市において

もいろんな意味での集積というのが出来上がっ

てきている。これらの都市の発展の可能性とい

うことを考えていく上でも、これまでの日本の

巨大都市における集積の歴史的な経緯がどんな

ものであったのかということを見ていく必要が

あるのではないのかなと今思っております。い

ずれも課題ですね、まだそんなことは十分考え

てないんですけれども、とりあえず私としては、

そんなことを集積について考えていく必要があ

るのではないのかなと思っています。

２．東大阪地域の特徴

それで、きょうは東大阪のことを話せという

ことで招待されておりますので、次に東大阪に

ついてお話ししたいと思います。東大阪は、大

田区と比べますと明らかに認知度が全国的には

低い集積地域でありますので、まず最初に地域

についての幾つかの特徴について述べておきた

いと思います。

まず一つは、その範囲についてです。東大阪

といいますと東大阪市を中心に考えるんですけ

れども、ここでは大阪市の東部 東部という

のは東成区、生野区、平野区という三つの区で

すけれども この大阪市の東部と東大阪市

と八尾市を一つの集積の範囲として考えており

ます。

この地域がどういう形で集積になったのかと

いうのをごく簡単に申し上げます。もともと大

阪の場合はですね、江戸期以降の職人集団、職

人のまちというのが真ん中の方に存在していた
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わけですけれども、その後、近代以降、西部地

域に造船業等を中心に機械・金属関係の集積が

形成されてきました。今は日立造船になってお

ります大阪鉄工所など明治の初めにできた造船

所が比較的多かったということがあって、安治

川加工周辺に造船関係の機械部品等の産業が割

とできていました。明治から大正期ぐらいまで

がそうだったんですが、そのうち、だんだん西

部地域の方が土地がなくなってきたということ

と、もう一つは東成区、生野区のちょっと西側

に実は谷町という所がありまして、ここら辺で

工作機械を販売している店の集積が実は見られ

ていた。谷町あたりに工作機械、特に中古の機

械を作ったり売ったりしているところが集積し

ていました。谷町に地理的に非常に近くて、自

転車やリヤカーを引っ張っても商売ができると

いうことで、東部地域の方に移ってきたという

のが始まりであります。大体それが1920年代ぐ

らいからでありまして、そのうち大阪市内とこ

っちの奈良との間に近鉄線が通ります。

最近、近鉄は調子がいいんですけれども、プ

ロ野球の話ですが……（笑）。近鉄線が通ること

だけじゃなくて、昔の電鉄というのは、電気の

供給を回りの地域に行っていたわけなんです

ね。そうしますと、近鉄線の沿線に電気の供給

を行いますから、電気を使った動力をこの回り

で使用することが可能になるということもあっ

て、どんどんこの東成、生野から東大阪の方に

工場がしみ出していくという形で工業地域が展

開していくことになります。

大体戦前には現在の大阪市の東成区から東大

阪市の西部（布施地域）ぐらいまでが、工場が

割と集まっていた地域でありまして、それが戦

後になって、さらに東大阪の東部、あるいは大

阪の方では南東になる平野、さらに八尾へとい

う形で工場がどんどん展開していき、その結果

ここら辺が今は大阪の中でも、中小の工場が非

常に多く集積している地域になっているという

ことであります。ですから東大阪地域といって

も、工場が集積してきた時期というのはかなり

東の方と西の方では時期的に違いがある。場合

によっては、二、三十年から四十年ぐらいのタ

イムラグをもって工場が集積してきた地域だと

考えていただければいいと思います。

もう一つは、どれぐらい集積しているのかと

いうことについて簡単に見ておきますと、五つ

の地域全部を合わせて２万軒ぐらいの工場が集

積しております。この中で従業者３人以下の比

率は46.8％です。従業者数では18万人ぐらい

の人が２万軒の工場で働いています。出荷額で

は、約3.9兆円あります。大田区の大体 地

域としてはもちろん東大阪地域の方が大きいん

ですが ３倍ぐらいの規模になります。工場

密度は１平方キロメートル当たり185.3で、最

も高い東成とか生野になりますと444.6とか

488.8ですから、石を投げれば工場に当たると

いうぐらいに、非常に工場が集中している地域

になっています。東大阪地域にはこのように非

常に多くの工場が集まっておりますし、そこに

は規模の小さい小零細の企業が非常に多く存在

している地域であります。

３．産業集積の特徴

産業集積の特徴として見ておきたいのは、先

ほど大田区の工場が1980年代の半ば以降減少

してきたということが言われたんですけれど

も、減少傾向の大田区と東大阪市のデータで比

べてみますと違いがある。大田区も東大阪市も、

大体80年代の半ばというのが工場の軒数でい

きますとピークになっております。ただ、この

大田区のピーク時からの変化と東大阪市のピー

ク時からの変化を見ますと、明らかに大田区の

変化の方が激しい。事業所数でもそうですし、

従業者数でもそうであります。

出荷額で見ますと、大田区の方が最初は、75

年から80年ぐらいまでは出荷額が多かったん
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ですけれども、90年代に入ると逆転する。特に

バブルの時は東大阪は調子が良かったみたい

で、かなり多くなって、それ以降も大体同じレ

ベル、あるいは最近では東大阪の方が工業出荷

額が多いという状況になっております。ですか

ら、80年代半ばというのがピークであったとい

うのは東大阪も大田区も同じなんですけれど

も、その後の変化という点では東大阪と大田区

を比べた場合には、東大阪の方がまだ減少の幅

は小さいということが一つの特徴として挙げら

れるということであります。

東大阪地域の特徴として重視したいのは、需

要分野の多様性についてです。先ほどの渡辺先

生のご報告でも、大田の場合は機械金属加工と

いうのが非常に重要であるということをおっし

ゃられたんですけれども、東大阪においてもで

すね、こうした機械金属というのが一定の比率

を占めております。東大阪市の産業分類で見た

時の事業所数の分布では、金属製品製造業が第

一で26.9％、一般機械器具製造業が第二位を占

めているということでの機械関係が多いわけで

す。もちろん大田と比べますと、精密とか電気

機械器具というのが相対的に少ないという特徴

はあるんですけれども、金属製品なんかは比較

的多い。

その金属製品製造業についても、大田と東大

阪では違いが見られる。例えば大田と東大阪で

決定的に違いますのは、製造品出荷額等に占め

る製造品出荷額と加工賃収入の割合です。この

中で、大田の場合は加工賃収入が約４割を占め

る。

ところが東大阪の場合は、加工賃の割合は大

田と比べると半分以下で、製造品出荷額の割合

が圧倒的に高い。この加工賃収入と製造品出荷

額の分け方が、各企業で本当に細かく分けてい

るのかということについてはいろいろ問題があ

るんですけれども、ただ、この差は非常にはっ

きりしておりまして、大田が加工賃、それだけ

先ほどの試作とかそういった形の高度な加工技

術を要した加工賃収入で、比較的金属製品なん

かの仕事をしているということに対して、東大

阪の場合にはむしろ製品として出荷している場

合が傾向としては多いということであります。

じゃあ、その機械金属関係で製品としてどん

なものを出荷しているのかということなんです

けれども、一つの指標としてですね、東大阪市

が最近行いました全数調査がありまして、そこ

で東大阪市の企業さんの工場がつくっている製

品の最終用途は何なのかということをアンケー

ト調査しています。この最終用途の分け方は市

の方で製品を分けてアンケートしているんです

けれども、それを見ますと非常に多種多様なも

のが製品としてあがっている。この製品の分け

方がよくわからないというか、なんでこういう

製品が入っているのかよくわからない面もある

んですけれども、とにかくいろんなものが入っ

ておりますし、もう一つは割と日用品関係の製

品が結構多いということであります。

例えば衣服、繊維品が4.7％入っていますけ

れども、これは工業統計の分類では繊維に入っ

ていなくても、極端な話を言えば、ファスナー

をつくっていればこれは最終用途製品は繊維に

入ることもある。あるいは文房具も4.5％あり

ますけれども、これも文房具といっても例えば

書類を入れる棚とか、ああいうのをつくってい

れば金属製品であっても文房具に入るというこ

とを考えますと、機械金属というのは結構多い

んですけれども、それが使われている最終用途

は何なのかといいますと、大田区と比べ、東大

阪の場合はいわゆる日用品とか生活用品と言わ

れるようなものが比較的多いのではないのかと

いうことが考えられるわけであります。

そういう点が東大阪の業種需要分野の多様性

として指摘できます。機械金属が多いんだけれ

ども、どこに使われているのかというと、今言

ったように日用品とか雑貨類というような形で
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使われているところが実は結構多いんではない

のか。またもっと言えば、需要分野というのは

非常に多様性がある。多様なところに供給して

いるというようなことが言えるんではないの

か。そういった点では極端な話をすれば、大田

区を加工型と考えていけば、東大阪の場合には

製品として供給している。しかもその分野とい

うのは、いろんな分野に供給しているところと

して考えられるのではないのかと思っておりま

す。

また、分業関係の多様性として、特に東大阪

の場合には問屋卸の集積している地域が非常に

近いということもあって、大阪の問屋卸との関

係が強いこと。あるいはそういった問屋卸との

関係を含めて取引関係というのがいろんな形で

存在している。すなわち取引相手が製造業だけ

に限らず、問屋卸を含めていろんな多様な取引

相手というのが存在していると思っておりま

す。そういった多様性というのが、ある意味で

東大阪と大田区と比べると、相対的に減少幅の

低い状況を90年代においてもつくり出してき

たのではないのかなと考えております。

４．最近の状況

そろそろ時間がなくなってきましたので、簡

単に最近の東大阪地域の変化について考えてみ

たいと思います。一つは厳しい経営環境です。

関西経済というのが非常に大きな今過渡期とい

うか、低迷期にあります。失業率は、関西地域

は全国一高く、全国平均に1％ぐらいプラスし

て失業率が高いというふうに言われておりま

す。また大手企業も、松下あたりも最近非常に

調子が悪いですし、全体として景気の低迷とい

うのは深刻であります。

余談ですけれども、大阪の中心地域に船場と

いうところがありまして、そこに結構高いビル

が１軒あります。そこに先日昇りまして、近く

で中小企業を経営している人と話をしていて、

あそこのビルは経営者が破産したとか、あそこ

のビルは今も空きビルになっているとか、そう

いう話を聞くと、もうほとんどビルがなくなっ

てしまうような感じに実はなっているようで、

非常に深刻な状況です。

その中で、最近では、意識的なネットワーク

づくりというのが進んでおります。もともと大

阪の人間というのは比較的独立独歩で動いて、

ネットワークとか協力してやるというのが嫌い

な連中が多いと言われていたんですけれども、

そういう傾向が最近は経営環境が非常に厳しく

なってきたということもあって、何か積極的に

やっていかなきゃいけないということで、異業

種交流とか共同受注グループの活性化が行われ

ております。特にその中で非常に注目されるの

が、これはあとで東大阪市の木村課長の方から

話があるかもしれませんが、最初は東大阪市の

援助でつくられた異業種グループなんですけれ

ども、「ロダン21」です。ここでは詳しいことは

言いませんけれども、明らかに東大阪の集積、

そこにおける協力企業 クラスター企業と

呼んでいますけれども そういったものの

存在を背景にして、東大阪のこの「ロダン21」

という異業種グループが共同受注を意識的に行

おうとしているような取り組みも最近では見ら

れております。こうした点で非常に最近では積

極的な取り組みもみられているなあという感じ

がしております。

先日も「中小企業テクノフェア」というのが

大阪でありまして、そこに行ってきたんですけ

れども、出ている企業の方はあんまり元気がな

いような感じだったんですが、こうした共同受

注グループとか異業種交流グループというの

は、これから何か新しいことをやっていかなき

ゃ駄目だという意欲がみられ、比較的元気が良

かったかなあという感じがしております。

また、製品開発の取り組みということで、大

阪の企業というのは比較的製品開発ということ
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に対して、やっぱり自分で売ってやろうという

気持ちが非常に強いですから、そういった点で

製品開発の取り組みというのが積極的に行われ

ております。

最後に、行政の対応も東京の大田や墨田と比

べますと、大阪の場合には比較的取り組みは弱

かったというふうに感じていたんですけれど

も、最近は東大阪市や八尾市あたりが積極的に

取り組もうとしております。問題は大阪市であ

りまして、私も大阪市の公務員なんですけれど

も、実は大阪市というのは行政構造的に非常に

大きな問題を抱えております。産業集積という

のは狭い地域に存在していますから、特定の区

レベルで対応をとるのが本当はいいんですが、

区の行政権限というのが非常に少ない。とりわ

け産業とか経済に対しては、区というのは一切

口を出せない。区役所には産業とか経済関係に

ついては職員は１人も配置されてないというの

が実態であります。ですから、結果的には非常

に動きが鈍いし、地元の中小企業と市役所との

関係というのも非常に疎遠になってしまうとい

う問題が構造的に存在しています。

ちょっと長くなりましたが終わりにさせてい

ただきます。どうもありがとうございました。

（拍手）

【コーディネーター】 ありがとうございまし

た。それでは続けて有田さん、お願いします。

【有 田】 有田でございます。

今、大阪と東京のお話を伺ったわけですが、

この都市型の工業集積につきましてはジャーナ

リズムの方でも、それから行政の方でも、ある

いは学問研究の調査の分野でも、ほとんど名古

屋について触れたものがございません。私はそ

んなことはないはずだと思いまして方々を回り

ました。県庁へ行ってみましても市役所へ行き

ましても、それから当時は通産局ですが今の経

済局へ行きましても、都市型の今お話のあった

ような工業集積については何か資料があるかと

思って回ってみたんですが、一切ありませんで

した。またそのような都市型工業集積があると

いうこと自体もあまり認識がないようでした。

そこで、どうもそれはおかしいと思い、特に名

古屋というところは製造業の非常にウェイトの

高いところでありますから、そういう産業集積

がないのはおかしいんじゃないかというふうに

考えたんですが、一般的な考え方はトヨタを中

心に考えているようで、金属機械工業の集積と

いうのはあるにはあるが、しかし、それはトヨ

タを中心とした下請工業群だというふうに見て

いるようで、そのため、それとは違う工業集積

の存在というものについては、あまり認識がな

いというのがどうも現状であろうかと思いま

す。そこで、この名城大学の産業集積研究所で

は、そこのところをひとつ調査してみようとい

うことで、今調査に取り組んでいるところでご

ざいます。

１．都市型工業集積形成の「型」

時間が20分ということで、結論が来ないうち

にやめてもらっては困るというふうに、前もっ

て言われておりますので結論を先に申し上げま

すと、名古屋にも東京とか東大阪と同じような

都市型の工業集積が存在するということがその

一つであります。ただ、それじゃ同じようなも

のがあるのかといいますと、そうではありませ

ん。今お話がありましたように、大田区の場合

にはそこにたくさんの大企業があって、それが

高度成長を通じて、立地上のいろんな問題が出

てきましたし、公害問題も出てきましたので、

どんどん地域外へ出ていってしまい、そして残

ったところに切削加工とか、あるいは熱処理と

か板金とか金型製作・鋳鍛造・表面処理という

ような基礎的な基盤技術の上に立った小・零細

企業がたくさんあったということであります。
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つまり大企業が行ってしまったあとに残ったも

のとして、そこに工業集積があったということ

であります。だから、それを私は「残留型の形

成」というふうに呼んでおります。

それからもう一つの東大阪の場合を見ます

と、これにつきましては調査報告書がありまし

て、「住工混在地域における産業振興方策に関す

る調査報告書」というのが1995年に出ておりま

す。これによって調べてみますと、東大阪の場

合には、大阪市内では立地条件がだんだん悪く

なってきて、より工場に適した、あるいはより

安い工場立地を求めて、隣接の東大阪にやって

来たんだというふうなことが書いてありまし

た。確かにそうだと思われるのは、今もお話が

ありましたように、この東大阪の場合には、大

田区と違っていろんな多様な業種の中小企業が

あります。例えばひとつ目立つのは、業種構成

から見ますと印刷業が非常に大きなウェートを

持っております。それからプラスチック関係の

ものも多い。これは何かといいますと、大阪市

から、新しい工場立地を求めてやって来た工場

群だというふうに考えられるわけです。ですか

ら、これを私は「転入型」というふうに呼んで

みました。

そのように大田区の場合には「残留型」であ

り、東大阪の場合は「転入型」だとすると、じ

ゃあ名古屋はどうなんだというふうに考えてみ

ますと、どうも名古屋の場合も、どちらかと言

いますと「残留型」に近い形ではないかと考え

られます。

特に、名古屋市の南部にそういう都市型の工

業集積があるわけですけれども、トヨタ自動車

工業が盛んになるにつれまして部品の下請工

場、特に量産型の比較的規模の大きな中小企業

は次第に西三河の方に移転していったのです。

その結果として、名古屋市の南部に、移転しな

い基盤的な技術に基づく数多くの小・零細企業

が後に残ったわけです。そういう意味で、どち

らかといいますと大田区と同じような「残留型

の形成」だろうと思われるのです。ただ大田区

の場合には、北関東あるいは東北の方へ大企業

が出ていくという形になりましたし、それにつ

れて関連中小企業も出ていったわけですけど

も、名古屋市の場合にはそこまで遠くへは行き

ませんで、西三河ですから地続きの隣接したと

ころに移転して行ったのです。したがって、そ

の関連の下請の裾野あたりの仕事も根強く残っ

ているわけですが、下請けではない中小企業も

数多く存在していて、都市型の工業集積を形成

しているのだというふうに見ています。

結論部分はそういうことですが、その現状に

つきましては、あとで渋井さんから報告がある

と思いますので、私は、ではどうやってその工

業集積ができてきたのかという歴史的な形成過

程をかいつまんでお話ししてみたいと思いま

す 。

２．名古屋機械工業の形成と発展

最初、この名古屋というところは、古くさか

のぼって言えば名古屋城の築城がありまして、

その時にたくさん木材を必要とし、そこで木曽

材が川を下ってやって来て、そして名古屋市に

その木材の非常に大きな集散地が形成されるよ

うになった、ということが言われています。そ

れからもう一つは、いろんなお祭りで見られま

すように、名古屋にはからくり細工の伝統があ

ります。各地の小さな町へ行っても、その山車

が町ごとに小屋の中に入っているような、そう

いう状況であります。そういうところから、最

初は名古屋では木製の機械が盛んにつくられる

ようになったのです。名古屋の機械工業は、そ

の木材が金属にかわることによって出てきたと

思われます。

木製の機械としては、明治14年に人力車の製

造が行われていますし、明治25年になります

と、愛知時計が木製の外箱を使った柱時計をつ
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くり始めております。それから明治28年になり

ますと、日本車両が木製の車両をつくり始めて

います。それから、さらに29年になりますと豊

田商店が木製の織機をつくり始めています。こ

ういうふうにして、木による機械製造というの

が明治初期から名古屋でかなり盛んに行われて

いたということで、ここらにどうも名古屋の機

械工業のルーツがあるのではないかというふう

に思います。

それが機械金属工業という、金属に変わって

いく非常に大きなきっかけをつくりましたのが

熱田の兵器製作所、熱田工廠であろうと思いま

す。これは大正６年に始まっています。これも

やはり木との関係が最初にありまして、木製の

弾薬車ですね、弾薬を運ぶ車、これをつくった

のが最初と言われています。その後、鉄の船を

つくったり、あるいは弾丸とか信管、弾薬など

をつくるようにようになりましたし、さらに橋

を架ける時の架橋材料などをつくるように発展

していきました。特にこの弾丸や信管の生産か

らは、これに必要な機械金属加工を行うところ

の技能集団、職人層が層として形成されるよう

になったと言われています。当時はこれが「西

洋鍛冶屋」と言われたそうですけども、後にそ

こで育った職人達が独立開業していったという

形で、名古屋市で機械金属工業が盛んになって

いったようです。その最初は原鉄工所とか岡谷

鋼機などがここから出てきていると言われてい

ます。それからさらにこれは間接的ですが、そ

れが岡本自転車の発展に役立っているというふ

うに言われています。

第１次大戦になりますと、輸入が困難になり、

それにともなって毛織物工業が非常に盛んにな

ってきますが、ここから近代的な各種の繊維工

業が名古屋で展開するようになります。と同時

に、繊維機械とか鉱山機械とか工作機械等の機

械の製作も行われるようになってきておりま

す。それから第２次大戦が始まりますと、これ

は戦時経済に入りますけども、そういう紡績と

か織布工場がだんだんに軍需工場に転換してい

くことになり、と同時に他方では航空機工業、

飛行機の生産を中心とした軍需産業が盛んにな

ってくるわけです。こういうことが機械金属工

業の発展に非常に大きな役割を果たしているよ

うでございます。それから、それが戦後、第２

次大戦後になりますと、一たん軍需工場に転換

した名古屋の工業に再び繊維工業が復活してま

いります。と同時に、軍需産業によって培われ

たいろんな技術を伴って機械金属工業も盛んに

なってくるわけです。

繊維の方では、例えば日清紡の大高工場とか、

それから民生紡、これは豊田紡織です。それか

ら帝国撚糸、こういう工場が復活しております。

それから帝人、これが岡本工業の後に出てきま

す。それから三菱レーヨン、これは三菱発動機

の跡地にできます。それから東洋レーヨン、こ

れが三菱４号地で拡張していきます。こういう

ふうにして繊維が一挙に回復してきました。も

ちろんそれに伴って、中小の機屋さんとか、あ

るいは染色整理業なども盛んになってくるわけ

です。

機械金属の方では日本ミシン、後のブラザー

ですが、これが軍需生産から転換していきまし

た。それから三菱とか愛知とかの航空機会社が

自動車生産に転換していきました。それからト

ヨタ自工が部品企業の育成を積極的に行うよう

になるということで、大体昭和35年頃から、だ

んだん名古屋では自動車産業中心の金属機械工

業になっていくことになります。

３．戦後工業立地の変動

ところが、ここで工場の立地に大きな変動が

起きてきます。最初のきっかけをつくったのは

伊勢湾台風でして、これは昭和34年だと思いま

すが、非常に被害が多かったわけです。特に臨

海地区の埋立地はほとんど壊滅的な影響を受け
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ました。この被害もありましたし、当時また、

だんだんに道路が新設されてきましたので、工

場の立地条件が変化してきました。さらに昭和

40年頃になりますと、高度成長の結果として、

工場地域に住宅地が次第に入り込んできて宅地

化が進んできます。それから地価も上昇してき

ます。さらに交通の渋滞が激しくなってきたり、

あるいは公害問題が出てくるということで、工

場を拡張したくても工場を拡張する余地がない

とか、近所にはとても新しい工場は建てられな

いということで、ここら辺から次第に工場の移

転の勢いが強くなってきたのです。名古屋の市

街地は、その頃中心地は南の方は金山までで、

中央線が通っているあの外側はそんな市街地で

はなかったのですが、その旧市街地から次第に

郊外へ工場が移転していきまして、この名古屋

を中心とした同心円的な拡大、分散という形を

とっていくことになったのです。

この時の工場移転は大体三つの方向に分散し

ていきました。一つは尾北地区で、春日井とか

小牧、犬山、大口町です。こういう尾北地区に、

特に工作機械とか電気関係の工場が分散してい

きました。それから臨海地域には新しく埋立地

ができまして、そこには素材産業が立地してき

ます。東亜合成とか東レ、それから大同製鋼、

石川島播磨、それから日鉄の旧東海製鉄ですね。

それから東亜石油とか出光興産とか、こういう

いろいろな大企業が臨海地域に立地するように

なりました。と同時に、西三河地区ではトヨタ

自工が急激な成長を遂げていきまして、荒川車

体などに代表されるような部品企業が移転をし

て行きました。

そういう形で三つの方向に分散していくわけ

です。それに伴って、名古屋南部の地域には残

留型の工場集積が出現します。自動車関連産業

の部品分野の比較的規模の大きな量産型の下請

工業が、豊田市に近い西三河の方に移転をして

行きます。その結果として、非量産型の機械金

属加工である小・零細企業がそこに残ることに

なったのです。それは例えば金型製作とか、切

削であるとか鋳・鍛造とか、あるいは板金加工、

表面処理、そういうような基礎的な技術に基づ

くところの基盤技術分野の小・零細企業が残っ

たのです。特にこれは東海道線沿線の金山から、

さらに東海道線で南下して行った辺りに多く残

るわけです。その中心が大体熱田区、中川区、

南区で、特に堀田とか豊とか豊田とか 名古

屋市内にも豊田という所が南区にございます

そういう地区に非常にたくさんの金属加

工業が残留することになりました。

４．都市型工業集積形成の条件

ところで残留するのに、なぜそういうところ

に残留できたかという条件があるわけです。こ

こでは定番ものを量産していくわけではありま

せん。注文があった時に、その注文に応じた図

面に従って物をつくっていくわけですから、多

品種少量生産で、絶えずいろいろな仕事がなけ

ればならないのです。絶えずいろいろな仕事が

あるということは回りにいろいろな種類の大企

業が、発注する企業としてなければならないわ

けですね。そういう条件が必要なのです。

この南区の場合には、特に西側の方にでは愛

知時計電機、井上ゴム、それから住友軽金属な

どがあったわけです。それから南側では三菱自

工とか三菱航空機、三菱重工というような大会

社がありました。その東側にはブラザー工業が

ありましたし、その北側には日本車両とか愛知

機械、それから荒川車体というような大企業が

あったのです。こういうさまざまな大企業が周

囲にあるということが重要で、たまたま大きな

企業が一社だけそばにあっても、下請けの場合

なら成り立ちますけれども、多様な加工をこな

していく工業集積の場合は、いろんな種類の大

企業が発注者として周囲に存在するということ

が条件になっているわけです。
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それから２番目には、名古屋というところは

比較的多様な原材料の入手が可能だということ

です。これは、名古屋は近くに比較できるよう

な大都市がありませんから、したがって周辺地

域に対して、原材料を供給する機能を果たして

いるのです。ですから各種ニーズに対応する多

様な原材料があるということです。例えば私が

前に渋井さんたちと一緒に長野の方に工場の調

査で行きました時に、「材料をどこから買うの

か」と聞いたら「名古屋から買うんだ」と言っ

ていました。あそこは何でもあるからというこ

とです。東京もあるけれども東京はすぐ持って

きてくれない。名古屋はすぐ持って来てくれる

んで名古屋へ頼むんだという話です。つまり、

それは名古屋には多様な材料があって「間に合

う」ということです。

それからもう一つは高度な技能者が比較的多

いことです。先ほど熱田工廠からの歴史をお話

しましたが、そういう金属加工業の歴史があり

ます。そこで培われ堆積した多様な技能、スキ

ルを持った技能者が多くいるわけです。これら

の腕に職を持っている人たちは遠くへ行くとつ

いて来るとは限りませんから、通勤可能なとこ

ろが定着性があるということです。こういうよ

うな条件を満たしている地域として、小零細工

場が移転せずに市内にとどまり、都市型の集積

地が形成されたのではないかというふうに考え

られるわけです。そういう形で名古屋にも、都

市型の金属機械工業の集積が存在するというこ

とが確認できると思うのです。

５．集積内部の受発注関係

昭和54年、今から約20年ちょっと前ですが、

名古屋市で「中小企業振興基本計画」というの

を立てたんですが、その時に中小企業の調査が

行われました。この時に名古屋市の経済局の方

が来られて、いろいろ意見を聞かせてくれとい

うので、数回にわたって、この計画の作成に関

わったんですけども、その時に調査した資料が

あります 。その内容を見ますと、実はこの集積

がただ集まっているだけではなしに、先ほど東

京でお話がありましたように、中でいろんな「仲

間取引」 これは渡辺幸男先生のつくられた

用語ですが というようなものがみられる

のです。つまり「下請け」でなしに「横請け関

係」というのがかなりあるんではないかと思い

ます。受注と発注の関係を見ますと、下請けの

発注だけをしているというのが16％、それから

受注だけをやっているというのが21％で、受注

もしているけども下請けにも出してという、両

方やっているというのが35％あるわけです。特

に堀田と豊田地区を見ますと、受発注を両方や

っているのが50％近くあるということです。下

請け全然関係なしというのが14％ありますが、

そのほかの残りの80％の中の半分が受注も発

注も両方ともやっている、という結果が出てい

ます。

それから発注先、受注先を調べてみますと、

１軒から４軒の相手がいるというのが46％、10

軒以上が22％あります。その中の５軒以上を拾

ってみますと50％、半分以上が５軒以上との間

の下請け関係の取り引きをしているということ

です。ですから、これはかなりお互いに多角的

な受発注の関係があるのではないかと思われま

す。さらにどこへ下請けを出しているかという

問に対して、市内というふうに答えたのが90％

近くございます。ですから、大体この域内で受

発注が行われているということですので、単に

バラバラの企業がそこに一緒にいるということ

ではなしに、都市型工業集積としての内部構造

を持って存在しているのではないかと考えられ

るのです。

20年前に行われた調査に基づいて歴史的な

形成過程と、大体の構造の様子を見たわけです

が、なお現状につきましては後ほど、また渋井

さんからお話を伺いたいと思います。以上です。
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（拍手）

（注）名古屋市『名古屋市製造業実態調査・製造業立地

問題調査報告書』1979年

【コーディネーター】 ありがとうございまし

た。（拍手）それでは続けて渋井さん。お願いし

ます。

【渋 井】 名城大学の渋井です。

私は、愛知県の産業集積の構造を概観した上

で、その近年の変化を踏まえて、今後はどのよ

うな展開の方向がありうるのかを探ってみたい

と思います。

１．愛知県の製造業概観：自動車を中心とす

る機械関係業種の大きな比重

愛知には様々な製造業があります。そのこと

をおさえた上で、お配りした資料でお分かりい

ただけると思いますが、製造業のメッカ愛知の

中でも特に大きなウェイトを占めているのは機

械関係の業種です。一般機械・電気機器・輸送

機器・精密機器と金属製品の５業種を合計しま

すと、これだけで製造業全事業所の約43％、製

造品出荷額等の約67％を占めています。そこで

今日は、これらの業種に焦点を絞ってみたいと

思います。

さてその機械関係業種ですが、中でも輸送機

器の比重がかなり大きい。三河地域でのそれは

製造品出荷額等や従業者数で突出しています

し、事業所数でも一般機械に次ぐ大きさです。

尾張地域は三河ほどではありませんが、それで

もかなりの比重を占めています。京浜地域など

にも機械関係の企業が沢山集積していますが、

様々な業種を擁しながらここまで輸送機器の比

重が高いというのは、やはり愛知県の特徴でし

ょう。

この輸送機器のうち、最大のものは言うまで

も無く自動車です。中でもトヨタ自動車関連が

極めて大きい これについても多くを語る

必要はないでしょう。愛知とその近辺には、複

数の完成車メーカーとその部品供給業者が多数

立地していますので、必ずしもトヨタ自動車関

連ばかりということにはなりませんが、とはい

え、トヨタ自動車のプレゼンスはやはり突出し

ています。愛知の産業集積は、多分にこのトヨ

タ自動車との関係で性格付けられていると言え

ます。

トヨタ自動車の周りには この辺のこと

は植田先生が精密に研究されてきたことですが

、トヨタ自動車があって、そこに部品を供

給する１次部品メーカーがあって、さらにその

１次メーカーに部品を供給する２次メーカーが

あって、その２次メーカーから部品加工を受注

する３次メーカーがあって・・・、という具合

に、階層構造を作る形で部品供給企業群が連な

っています。統計上は輸送機器に分類されてい

ない企業でも、かなりの数が自動車と関わって

いるはずです。もちろん中核には、いわゆるト

ヨタ・グループの企業があるわけですが、それ

だけでなく、広大な裾野を持つ階層構造を形成

する形で、膨大な自動車関連企業が集積してい

るわけです。

２．産業集積の構造：「合体型」集積構造

さて、こうした形での集積が当地の特徴の一

つなのですが、むしろ私はここで、愛知の特徴

はこれだけでは捉えられない、ということを強

調したいと思います。

愛知の中でも、トヨタ自動車自身が立地する

三河、特に西三河地域に関して言えば、大まか

にはこのような構造として捉えられます。そし

てこの地域でのトヨタ自動車の発展に伴って、

この構造も、一定の変化を遂げつつ維持、再生

産されてきました。これは、茨城県の日立やマ

ツダのお膝元広島といったいわゆる企業城下町

に共通する特徴でして、これをひとまず企業城

55産業集積と地域政策



下町型集積と呼んでおきます。

ところでもっと西側の尾張地域、というより

もう少し絞って名古屋近辺に目を転じますと、

かなり様相は違ってきます。ご覧の通りこちら

の地域にも機械関係企業が多数存在しますが、

三河ほど輸送機器の比重が高くありません。こ

ちらの場合は、完成車メーカーを中心に、大量

の部品供給企業が階層構造を形成する、という

構造にはなっていないのです。

ではどのような構造になっているのか。結論

から言ってしまえば、この地域には、京浜や東

大阪などのような、より錯綜した取引関係によ

って構成される産業集積、『中小企業白書』的な

表現をすれば都市型集積あるいは大都市工業型

集積に近いものが形成されていると考えられま

す。

ここでは、特定の親企業だけと長期安定的に

取引を継続する場合もありますが、むしろ有力

な取引先を複数持っている企業の方が目立ちま

す。しかもその取引先の顔ぶれも、時間ととも

に変化します。また多数の中小企業の仲介役に

なって、大企業から受注した仕事をそれらに割

り振りながら、納期までに纏め上げてゆく、と

いうパターンも見られます。それから、渡辺幸

男先生が京浜地域の中に豊富に見出して、強調

されている仲間取引による仕事回しも、ポツポ

ツとではありますが確実に存在します。

このように多様な取引関係が錯綜しておりま

して、そのベースには、小ロット・難加工、難

しい加工の仕事にも柔軟に対応できる諸企業の

技能・技術レベルの高さがあります。そういう

意味で「大都市工業型集積」的です。ただし京

浜などと比べると、取引先の量的広がり、取引

関係の複雑さ、錯綜の度合いなどは緩いように

思われます。仲間取引が錯綜している大田区ほ

どには縦横無尽に、複雑な取引関係が、変化し

ながら入り組んでいるわけではない。ですから

大都市工業型といってもそれほど成熟したもの

ではありませんが、しかし三河地域とも明らか

に違う。類型としてはやはり大都市工業型に近

いと言えるでしょう。

このように三河と、尾張・名古屋では集積の

構造が違うのですが、さらに重要なのは、単に

２つの異なる集積が並んでいるわけではない、

ということです。両者は、それぞれ一定のまと

まりを持ちつつも、お互いに連携・補完しあっ

て、全体として愛知の産業集積をなしているの

です。ですから別個の集積が並んでいるのでは

なく、一定のまとまりを持つ都市型と城下町型

の集積が、連携・補完しあって別のタイプの集

積、いわば「合体型」の集積を形成していると

いうのが私の見方です。

では、どういう意味で「合体型」か。名古屋

では様々な機械が作られています。工作機械や

繊維機械、発電設備、建設機械、医療機器や調

理機器、通信機器や家電や……そういった様々

な機械・部品を扱う企業があって、その中で自

動車も一定の比率を占めている。一定と言って

も企業によって様々で、自動車部品が圧倒的と

いうところも中にはありますし、自動車関係は

ごくまれに、スポット的にしか扱わないという

ところもあります。しかし私の感触では、自動

車だけで売上の大半が成り立つわけではない

が、自動車が柱の一つにはなっている。そうい

う位置づけの企業が多い。自動車部品そのもの

は扱わなくても、自動車工場の設備機械の部品

を扱うとか、自動車工場で使う治工具を製作す

るといった形で自動車と関わる場合もありま

す。そして自動車には、三菱関係もあればホン

ダ関係もありますが、比率としてはやはりトヨ

タ関係が多い。三河の企業から、名古屋へと発

注されるのです。

そういう意味では、名古屋の産業集積を維持

する上でも、自動車は重要な意味を持っている。

例えば、売上に占める自動車の比率が景気後退

期になると上がる、という企業が少なからず存
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在します。景気が悪い時にも、自動車に関して

は落ち込みが少ないということでそうなるわけ

です。この背景には、やはりトヨタ自動車が成

長し続けて来た、景気後退期でも安定的に事業

を継続してきた、ということがあるでしょう。

有田先生は、名古屋南部の集積地を、東京大

田区と同じ「残留型」と規定していました。で

は何故残留しえたのか。その理由には、それな

りに多様で柔軟な取引関係を作ったということ

の他に、この自動車があったのではないか。自

動車は決してそれだけで名古屋の集積を維持し

ているわけではないが、しかしそれが一つの支

えとしてあったからこそ、取引の多様性や錯綜

度では多少京浜に及ばない部分があっても、当

地はそれなりに大都市工業型の形で維持されえ

たのではないか、と思うわけです。そういう意

味では、三河の企業城下町型集積が、名古屋の

大都市工業型集積を再生産する一つの装置とし

て、ビルトインされていたわけです。

他方、三河の集積にとっても、名古屋の存在

は貴重です。ここに小ロット・難加工をこなせ

る企業が集積していれば、三河だけでは量的・

質的にこなせない仕事をこちらに発注できま

す。特に自動車のモデルチェンジに伴う試作な

どを考えた場合、小ロット・難加工に素早く対

応できる企業が隣接地域にあることは非常に大

きな強みとなります。

そういうわけで、両地域はそれぞれまとまっ

た構造をもちつつも、お互いに連携・保管しあ

って「合体型」の構造を作っているわけです。

３．直面する困難といくつかの展望

さて、愛知県の特徴をそのように摑まえるこ

とで、今後の愛知にどのような展開の方向が見

えてくるのか。残りの時間でその方向を探って

みたいと思います。

かつてのように大量輸出に活路を見出すこと

ができず、長期不況から脱却しえなかった90年

代。その過程で、愛知でも多くの企業が廃業を

余儀なくされ、他方で貿易摩擦や円高の回避、

人件費ほかのコスト削減を目指して、アジアを

はじめ海外に工場が移転して行きました。いず

れも、愛知にあった生産拠点がなくなるわけで、

それはまた産業集積がこれまでと同様のメカニ

ズムでは維持、再生産されにくくなってきたこ

とを意味します。国内にあれだけ堅固な生産基

盤があるトヨタ自動車でさえ、90年代にはかな

り国内生産台数を減らしました。2000年にまた

増産に転じまして、そう減産ばかりではないの

ですが、とはいえ長期的に見て国内生産台数が

増大し続けるとは考えられません。むしろ海外

拠点の方が、急速に拡大してゆくでしょう。

こうした事態が、愛知の企業にとって大きな

問題を投げかけていることは、先に見た構造を

考えれば明らかです。集積を構成する企業の取

引先がなくなってしまう。仕事が海外に出てし

まう、という可能性が高まっているのです。

こうした状況に、集積内の諸企業はいかに対

応しうるのか。それを、実際に実行されている

事例から考えてみたいと思います。

ご来場の方の中には、関係者もおられるかも

しれませんが、三河地域に横請ネットワークと

いうユニークな試みをされている企業のグルー

プがあります。三河地域の階層構造はいわば縦

のネットワークですが、ここに横のネットワー

ク、２次メーカー同士、３次メーカー同士、中

小零細企業同士の取引関係を作ってみようとい

う試みです。

参加されている企業は、殆どがトヨタ自動車

関係の仕事をメインにされてきたところです。

その仕事はもちろんこれからも重要でしょう

が、しかし現在の構造変化の中で、今までと同

じ体制では安心できない。そこで縦のつながり

とは別に横のネットワークを作り、これまで付

き合いのなかった企業と積極的に付き合ってゆ

く。その中で、これまでとは異なるルートで仕
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事がきたら積極的に引き受けて行こう。自分の

ところではできない仕事がきても、グループの

中にそれをこなせる企業があったらそこを紹介

しよう。その仕事がトヨタ関係のものかどうか、

自動車関係のものかどうかに関わりなく、引き

受けたり紹介しあったりしようというわけで、

これは言うなれば、三河の集積には殆どなかっ

た仲間取引の関係を、意識的に作り上げて行こ

うという試みです。これによって当地の抱える

問題をどこまで打開できるか、即断はできませ

んが、今のところグループの企業は取引先や仕

事の範囲を広げつつあると伺っています。当地

の構造を考えれば、新たな展開の一つの方向か

なと思われます。

特にこの地域の場合、技術的にはこうした関

係を構築する基礎が、かなりしっかりとしてい

ると思うのですね。乗用車１台には、２～３万

点の様々な部品がつまれています。その様々な

部品を加工できる様々な企業が、ここに集積し

ています。当地の企業が作る部品の品質の高さ

は世界的にも定評のあるところで、その欠陥の

ない部品を、必要な時に必要なだけ、ジャスト

インタイムで納品するという仕事をしてこられ

た方々ですから、その技術力、品質管理能力、

適応力があれば、新しい取引関係や、新たな仕

事にも対応できるだろうと思うわけです。

ご記憶の方も多いと思いますが、４年半前に

アイシン精機の刈谷第１工場で火事があった

時、あそこが殆ど一手に引き受けていたプロポ

ーショニングバルブの生産が止まって、トヨタ

自動車のラインもストップしました。あの時、

トヨタ自動車の生産管理担当者でさえ「生産ラ

インが１ヶ月は止まると覚悟した」と報道され

ていました。ところがトヨタ自動車のラインは

４日目には動き出して、何と６日後には通常操

業に戻りました。何故そんなことができたのか

というと、トヨタの１次部品メーカー、２次部

品メーカー60数社が協力して、アイシン精機の

技術者の指導の下、普段つくっていないプロポ

ーショニングバルブを加工していったのです。

各社はそれ用の専用機をもっているわけではあ

りませんから、汎用機や治工具を工夫して対応

したのだと思いますが、この技術の柔軟性、適

応力というのは驚異的です。こういう能力のあ

る企業が、非常事態の時だけでなく、普段から

横のネットワークを作っていたら、もっともっ

と様々なものに取り組めるのではないでしょう

か。

目を名古屋に転じますと、ここには、そう多

くはありませんが既に仲間取引が存在していま

す。そして、これからはもっと重要になるだろ

うと、はっきり意識しておられる経営者の方も

おられます。そうした関係の中で、介護機器や

車椅子などの共同開発がなされるようになっ

た、という事例もあります。横のつながりの重

要性に対する認識が、愛知県の中で広まってき

ているのかも知れません。

ところで、新しい取引関係、新しい仕事に乗

り出すことに一つの方向を見るとしても、具体

的にどう動くのかとなると、そう簡単ではあり

ません。安易に筋書きが書けるものでもないで

しょう。ただ私は、三河にとってはもちろん、

名古屋にとっても重要な意味を持ってきた自動

車というものに徹底的にこだわる、というのも

一つの道かも知れないと思います。自動車に関

する蓄積がこれだけある地域なのですから、そ

の強みを存分に発揮するという選択肢もあるの

ではないか。ただし、今までと全く同様に自動

車を作るのではなく、自動車にこだわることを

通じて、新しい取引関係や仕事に取り組むこと

になる。そういう事例が出てくるのではないか

と思っています。

一口に自動車と言いましても、現在のそれは、

古い自動車という概念では捉えられないような

情報システムの塊になっています。エンジンや

ギアといった個々のパーツが電子制御されるだ
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けでなく、今後は ITSに象徴されるように、情

報ネットワークを通じて車に情報を送ったり、

その運行を安全に管理したりということが進め

られるでしょう。

他方、環境問題への対応も急速に進展してい

ます。燃費の改善、排ガスのろ過といったレベ

ルからはじまって、ハイブリッド車、さらには

燃料電池車と、これまでとは作動原理の異なる

ものの開発競争が、熾烈になされています。ま

た、自動車を予めリサイクルし易い構造に設計

するということも、進んできています。

日本の90年代は「失われた10年」などとも

言われますが、この時期に生まれたこうした環

境技術、安全技術には、かなり豊かな可能性を

持つものがあったと、私は思います。

今後、こうした流れに対応して、それ用の部

品を作ろうとすれば、従来の自動車技術の強固

な基礎の上で、電子技術やリサイクル関連技術

等、様々な分野の技術をもつ企業と連携して行

かざるを得ません。また、そういう企業がたく

さん出てくることは、完成車メーカーにとって

も望ましいはずです。そして自動車技術の基礎

を持ちつつ、多様な製造業が存在する愛知は、

そうしたことを行う上でかなり恵まれた条件に

あるのではないでしょうか。燃料電池やリサイ

クルのノウハウなどは、自動車にとどまらず

様々な分野で応用されるはずです。つまり、当

地で今後の自動車作りにこだわるということ

は、結局、新しい取引関係、新しい仕事に踏み

込んで行くことと重なってくると思うわけで

す。

愛知県は、自動車大国であると同時に、自動

車死亡事故も１、２を争う地域です。また、機

械工業集積の中心である名古屋南部は、残念な

がら大気汚染で有名になったところでもありま

す。しかし今後は、当地の技術力を武器にこの

評判をひっくり返して、安全と環境の優等生に

なって行けないだろうか。もちろんこの為には、

ドライバーのマナーや道路の作り方自体も、改

善して行かねばなりませんが……。

「愛知県は、さすがに自動車大国だけあって、

自動車事故も一番少ないし、廃車もきちんとリ

サイクルされてるぞ」とか、「あそこには立派な

産業集積があるけど、空気もとってもきれいだ

ぞ」 そんな評判が世界中に流れるようにな

ったら、すばらしいと思います。

「現場を知らない素人が、何を好き勝手言っ

てんだ」と、思っている方もおられるでしょう

が、しかし、そういった方向を目指すに足るだ

けの技術力と条件が、愛知県にはあるのだとい

うことだけは確認しておきたいと思います。（拍

手）

【コーディネーター】 ありがとうございまし

た。（拍手）

以上でパネラーの発言が一通り終わりまし

た。次に、きょうの発言の中で言い残したこと

がある、あるいは他のパネラーの発言の中でコ

メントしておきたいことがあると思っているこ

となどをご発言いただきます。公平を期するた

めに発言順に述べていただきますが、何もなけ

ればパスされても結構です。それでは渡辺さん、

お願いします。

【渡 辺】 最初にしゃべると損だということ

がよくわかりました。いろいろネタに使われま

したが（笑）、私も一言二言、皆さん一通り終わ

ったところで言いたいんですが、一つは植田さ

んが言われた話の中で卸だとか問屋だとか、そ

ういう意味での多様性に関して言うと、実は大

田よりも東大阪だというお話がありましたが、

私は大田だけの話をしているわけじゃなくて、

東京の産業集積の話をしています。その中には

実は墨田等々の存在もあります。そこを見ると

全然違いないんですね。東大阪でいろいろ言わ

れたこと、植田さんの本も書評もさせてもらっ
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たり、合評会をやったりなんかいろいろやって

いるんですが、書かれたことで独自性として主

張されていること、墨田まで念頭に入れると実

は大都市の一般的な姿であると思います。別に

そんなに違わないよというのが私の結論なん

で、なぜ京浜地域に、城南地域と東京ではいう

んですが、城南地域だけを問題にして、東京と

いう大都市の城東でそこには機械金属もありま

すし、それから雑貨類の世界もあるし、それか

ら問屋さんもいますしブローカーもいます。そ

ういう世界と比較しながら、もっと幅広くぜひ

見ていただければ、大都市というのはもっと多

様性に富んでいて、大田区だけが大都市の典型

じゃない。もう少し幅広く、東京でももっと幅

が広いよ、ということを一言言いたいという気

がします。

それから有田先生と渋井さんの二人の話で、

名古屋にも大都市型があるという、私はないと

いうのを先ほど紹介された私の本の中に書いて

おりまして、大阪には実はあるというふうに書

いたんですが、名古屋は大都市型はないという

ふうに書きまして、名古屋は企業城下町の複合

型だといったのをそれを全面否定されておりま

すので、一言だけ まあ確かにそういうこと

を言われたことは反省しなきゃいけないという

気はします。と同時に、本当にそうなんだろう

かと思います。一体何をやっていて、どんな形

でやっているんだろうか。大都市に多様なもの

に柔軟に対応していく能力がどこまで本当にあ

るんだろうか。やっぱり自動車あるいは工作機

械、例を挙げると名古屋というのは自動車とい

う非常に巨大なものがあって、そのほかにも幾

つか目立つものがあって、その中で 名古屋

というか愛知ですね 皆さんやられている

んじゃないかという気が非常にして、本当に大

都市型と言っていいのか、残留型の大都市型、

それでは大田と同じだ、という有田先生の話を

聞くと、うーん、ぜひ反論したいなあと思って

いますが、名古屋についての認識が弱いんで、

名城大学の研究所の客員研究員に一応なってい

るんだと思うんで、ぜひこの機会に少し勉強し

ていきたいと思っています。ちょっとその辺は

私はあんまり賛成しません。

それから、渋井さんのお話の中で横請の話が

出てきました。私もこれから先、そういう意味

で非常に変化の激しいものに対応していく柔軟

な「横請ネットワーク」と技術屋さんたちが呼

んでいらっしゃるもの、あるいは名古屋の方、

愛知の方が呼んでいらっしゃることが重要だと

思うんですが、実はこれ、すごい大変なことだ

ということをぜひ知ってほしいんですね。東京

でなぜそんな仲間取引が進んだかというと、要

は他に食う道がなかったからなんですね。もう

どんどん大工場がいなくなってしまって、他に

食う道がないから仕方なくて、それで最初にそ

れをやったから関東一円の仕事を持ってこれた

わけですが、まだトヨタは元気がいいわけです

ね。トヨタの仕事を優先しなきゃ駄目なわけで

すね。そうしないとトヨタの経営は成り立たな

い。その中で本当にできるんだろうか。横請と

いうのは、まさに非常に変化の激しいものを企

業として全体的に対応していくような仕組みを

つくっていかなきゃ駄目なんで、単に横の取引

もやりますよというのでサブでやったんでは絶

対にうまくいかないんですね。というのが私の

認識です。

そういう意味で本当に名古屋の方が危機感を

持っていらっしゃるのか。あるいは愛知県とい

った方が正しい。名古屋というところは狭すぎ

るんですね。三河や他のところも含めての話で

すが、愛知県の方が危機感を持っていらして、

それをやっていらっしゃるのか。それとも、ひ

とつ試しにやってみようと思っていらっしゃる

んだったらやめた方がいいんじゃないか、と私

は思います。以上です。
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【コーディネーター】 ありがとうございまし

た。それでは続けて植田さん、お願いします。

【植 田】 今後考えていかなければいけない

点として幾つか指摘しておきたいと思います。

一つは、きょうの話の中でもちょこちょこは

出てきているんですけれども、本格的には出て

こなかった点として、今後の日本の製造業自身

がどうなるのかという点、とりわけ東アジアに

おける国際競争というのがどう展開していくの

かということと関連させて、それぞれの日本の

製造業、そしてそれぞれの産業集積地域がどう

なっていくのかという点を、もうちょっと深く

考えていかないといけないかなあと思っていま

す。

特に各地域、報告があった大田にしても東大

阪にしても、名古屋、愛知県にしてもですね、

それぞれ特徴を持っているわけで、そういうグ

ローバルな、あるいは東アジアというリージョ

ナルな競争が非常に激しくなってくることの影

響というのは、またそれぞれの地域ごとによっ

てかなり異なってくるので、その点はもう少し

地域ごとに考えていく必要があるのではないの

かなと思っています。

特に大阪に関して言えば、先ほど言ったよう

に日用品とか雑貨とか、そういった類いのもの

が比較的強かった。いろんな物を供給している。

そういう製品というのは、真っ先にアジアに展

開していきやすい特徴を一面では持っていま

す。全面的ではないんですけども、一面ではや

っぱり非常に強いので、特に東大阪の場合には、

これから影響として強いんではないのかなとい

うことが懸念されております。そうした中で、

今後どうなっていくのかということをひとつ考

えていかなければいけないと思います。

それともう一つは、さっき渡辺先生のお話の

中でもあったんですけれども、危機感というの

が割と重要な、これからを考えていく上でのキ

ーワードになるのかなというふうに今思ってい

ます。先ほど言った東大阪にしても非常に厳し

い時期なんですけれども、大田なんかと比べる

とまだ危機感が全体として、少なくとも90年代

の後半ぐらいはまだ弱かったなあという感じが

しています。それが今になって本当にしんどい

状況、危機感が迫ってくるような状況になって

きている。僕も愛知というのは外から見ている

だけなんですが、まだ危機感が弱いなという感

じがしています。大阪は今非常に危機感が強く

なってきています。ただ、危機感が強くなって

きたということが、同時に危機に対応していか

なきゃいけないというエネルギーに転化するか

どうかというのがまた問題でありまして、それ

に転化できれば新しい試みが生まれてきたりと

か新しい対応が見られるようになる。しかし、

今そこまでエネルギーが残っているかどうかと

いうのがむしろ問題でありまして、その点がこ

れからの問題を考えていく上でネックになるよ

うな感じが、例えば大阪なんかではしておりま

す。ただ、さっき言ったみたいに、その危機感

をバネに新しい動きをしている例というのも

徐々に生まれてきております。その中には産業

集積ということを特に意識して、この地域の優

位性というのを大事にしていかなきゃいけない

んだということを意識した形の対応をしてきて

いるところが出てきているというところは今後

の一つの明るい点だとは思っていますけれど

も、全体としてはやっぱり非常に厳しいなあと

いう感じがしております。

以上です。

【コーディネーター】 ありがとうございまし

た。それでは続けて有田さん、お願いします。

【有 田】 昭和54年に名古屋市で「中小企業

基本調査」というのをやったんですけれども、

その時の話です。当時、なぜ中小企業のことを
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名古屋市でもって調査しようとしたかという動

機ですけれども、市の担当者がこういうふうに

言ってきたのです。今、大企業がどんどん市の

外へ出て行ってしまっている。出て行ってしま

った後に住宅が入り込んできている。そしてそ

こで住宅と工場地域が混在になって、住工混在

型の形になっており、これは困るということで

す。ちょうどその頃、その少し前にアメリカで

産業空洞化の問題がありまして、工場が国外に

移転した後がスラムになっていったと。これイ

ンナー・シティ（inner city）問題と言っていま

すけれども、それと同じ同じような問題が名古

屋市で起きるんじゃないか。だからこれを防ぎ

たいというのが一つです。

それからもう一つは、大企業がどんどん外へ

出て行ってしまうと税収の問題があるというこ

とです。何とかしてこれを引き止めたいんだけ

ど、何とかならないかというのが最初の相談だ

ったわけですね。それで私は「去るものは追わ

ず」でいいのではないか。大都市の機能という

のは第２次産業も大事だけれども、管理中枢機

能とか、あるいは商業機能とかが中心なのであ

って、ほかのものが市の外に、県内でも県外で

もとにかく市の外へ出ていったからといって、

それほど問題にすることはないんじゃないか。

むしろ大企業が出て行ってしまったならば、そ

のあと中小企業が単独ではできない公害防止施

設とか、あるいは輸送の問題とかを解決するた

めに団地をつくったらどうか。それで、グリー

ンゾーンつくり、それを隔てて住宅をそのそば

へつくって、住と職との近接を考えた方がずっ

といいんじゃないか。そういう「中小企業団地

をつくったらどうですか」と言ったんですけれ

ども、やはり市の方は、税収とか何かそういう

方がどうも関心が強かったようです。当時、未

来学者なんていう新種の学者がたくさん登場し

たんですが 今はあまり見かけませんが

そういう人たちが気宇壮大な話をして、ど

うもそういう方が予算を取れるらしく、私の話

がどっかへ飛んでしまったんですけれども、そ

ういう経過がありました。

つまり、これは市の当局者の政策意識という

ものの問題だと思うのです。現在、特にこの工

業集積の問題というのは、技能の持つ意味が次

第に薄れてきていることです。コンピュータと

か IT技術の発達によって、ぎりぎりのところ

まで精度の高いものが機械でできるようになっ

てきているわけです。今、アジアにいろんな工

場が移転して行っていますけれども、そういう

ところでは技能の高いものはできないと言われ

てきましたが、次第にできるようになってきて

いるので、ローコスト、ハイテクというのが実

現できそうな状況が出てきているのです。そう

すると、この技能に依存している産業集積その

ものの存在が非常に難しくなってきているわけ

です。

例えば、中国へ図面を送って、見積書を取り

寄せて、それを見せ、「どうだ、お前のところで

できるか」というようなことを言ってくるそう

です。「じゃあやります」と言って採算を無視し

て引き受けたが、実際に品物を取り寄せてみた

ら、一応図面通りにはなっているけど、とても

使いものにならないものだというのです。だか

ら見積書だけで価格競争させられているわけで

す。しかも最近では中国の加工精度が向上して

きているのです。そういうような状況で技能に

よって生き残ろうとする道が非常に難しくなっ

てきているわけです。その産業集積に対する、

今「危機感」というお話がありましたけれども、

政策当局ももっと危機感を持って対処してもら

わなければ困るんじゃないかなと思います。そ

のためにも、まず名古屋における工業集積の存

在そのものを政策担当者に認識してもらうこと

が必要だと思います。

【コーディネーター】 ありがとうございまし
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た。それでは渋井さん、お願いします。

【渋 井】 愛知県の場合、危機感がどうなの

かという問題ですけれども、危機感を持つ時期

が遅かった、大田区や東大阪に比べて遅かった

とは言えると思うんです。というのは、いわゆ

る「空洞化」と言われるようなことが本格的に

あらわれてくるのは、愛知県の場合90年代なん

ですね。実は80年代末から90年代初頭 大

田区はその頃既に大変な思いしていたはずなん

ですけど 、愛知県の場合、このあたりで事

業所数や従業者数、製造品出荷額のピークが来

るんです。そして、その時期以降にそれらが減

ってくるわけですから、やはり危機感を持つ時

期が遅くなったということは確かだと思いま

す。でも、あの95年の超円高以降というのは、

これはやはり相当な打撃になっています。いわ

ゆる向こう三軒両隣みんな工場なんていうとこ

ろが、もう歯が抜け落ちていくように次々と廃

業していく そういう様子を目の当たりに

している人たちがいっぱいいます。そんな中で

どうやって生き残っていくかということで、例

えばうんと小ロットの加工に変わっていく

「10年前よりロット数が１桁減りました」

とか、あるいは「精度が１桁高まりました」と

いうような形で残っている企業がたくさんあり

ます。ですから、私は現在は危機感がかなりあ

ると思っています。時期的には遅れましたけれ

ども……。

で、そういうことに対応していく上で「横請

ネットワーク」というのは大事だけれども、ど

こまで本気でできるのだろうかという問題です

ね。「本当にできるんだろうか」という疑問が渡

辺幸男先生から出されましたけれども、私も、

横請というのはそんなに簡単にできるものじゃ

ないと思っています。私自身、渡辺先生に連れ

られて、京浜を回って得た感触から言っても、

「お互いに知り合って横請をやりましょうね」

と言ってパッとできるような、そんなものじゃ

ないと思います。お互いの技術力を徹底的に知

り合って、得意なところ、不得意なところ、ち

ゃんと承知して、しかも人間的にも信頼関係を

結んだ人たちが、密に連絡を取り合っていなけ

ればいけないものですから、そんな簡単にでき

るとは思いません。しかしそれでも、「ここに活

路を見出していかざるを得ない」というくらい

の危機感を、やはり持っているのではないかと

思います。ただ、そういうことを聞きかじって

ですね、インターネットなどが発達しています

から、この情報ネットワークを使ってパッパッ

とみんなが繫がればうまくいくよ、なんていう

論調のものがよく新聞などにも出ていますけれ

ども、「そんな甘いもんじゃないだろう」とは私

も思っております。

それから、名古屋を大都市型と見て本当に良

いかどうかということですが、私も当初はそん

なふうに思っていなかったのです。「大都市型じ

ゃないだろうな」という予想のもとに名古屋の

調査に入りました。ところが調べてみると、こ

れがかなり予想と違う。かつて京浜を回ってい

た時の雰囲気と同じような企業が随分ある。同

じような取り引き関係の企業があるじゃない

か、と思い始めたわけですね。ただ、先ほど言

いましたように、京浜ほど多様で錯綜し合って

いるかというとそうでもないですから、そうい

う意味では、それほど成熟した大都市型だとは

思いません。またもちろん三河地域まで含めて

大都市型などという気持ちはありません。とは

いえ、やはり名古屋というのは城下町型とか産

地型とは到底言えない。類型としては一応大都

市型とおさえた上で、しかしそれだけで成り立

ち得るわけではなくて、三河の城下町と連携・

補完し合っていく中で、それなりに大都市型に

なりえているのだという意味をこめて、「合体

型」という捉え方を提示したわけであります。
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【コーディネーター】 ありがとうございまし

た。今の相互の意見の中でまた反論があるかと

は思いますけれども、時間の関係で少し先へ進

ませていただきます。

本日のシンポジウムの第１部のテーマは「産

業集積の地域的特徴」というものです。４人の

パネラーの発言を聞いて、東京、大阪、愛知の

産業集積の特徴、相違点と類似性、それからパ

ネラー相互間の対立点、これが明らかになって

きたのではないかと思います。

それでは最後の論点に移ります。現在、産業

集積の研究が非常に多くの研究者が参加し、日

本全国の集積研究が進められております。パネ

ラーの皆さんは産業集積研究がどのような方向

で進められていくべきだと考えますか。研究の

視点、比較、方法、課題ということでも結構で

す。忌憚のないご意見をお願いします。

特に渡辺幸男さん、植田さんには名城大学の

地域産業集積研究所が愛知県の産業集積研究を

進めていく上での示唆をお願いしたいと思いま

す。また有田さん、渋井さんは両名の示唆を受

けて、今後どのような研究を進めていくべきか

ということまで含めて意見を述べて下さい。そ

れでは時間が押しておりますので申しわけあり

ませんが、簡略にお願いいたします。渡辺さん、

お願いします。

【渡 辺】 渡辺俊三さんから宿題をもらって

考えていたんですが、私は植田さんと表現とし

ては全く逆のことを言いたいと思っています。

今、アジアとの棲み分けが不可避になってき

ていることは確かで、その中で生きていかなき

ゃいけないです。これは日本国内の集積、どこ

でも同じだろうと思います。どこでも同じだと

いうことは、要はかつて日本の国内の周辺地域

と京浜地域がやったような意味での棲み分け、

これしか生きる道はないだろうと思っていま

す。量産型の機械工場、あるいは安定的な製品

の生産、これはもうどんな分野でもほとんど日

本国内では、需要がすぐそばにあって、どうし

ても、離れられないなら別ですが、それ以外ほ

とんど不可能だろうと思っています。燕へ去年

行ってきました。燕でいろんなことを見てきま

した。燕で元気にやっている研磨屋さんがある

んですね。何をやっているかというと日本国中

から時間のないといいますか、迅速に納めなき

ゃいけない研磨だけをやっています。この研磨

屋さんは回りの研磨屋さんを何十人と動員し

て、社内でも10人ぐらい パートですが

雇って研磨加工をやっています。ほとんど

が１人、２人の研磨屋さんの中で非常に希有な

形です。しかしそういう仕事があるんですね。

それは何かといいますと、まさにいろんな意

味で一般論でいえば変動の激しい仕事を、それ

に柔軟に対応していくこと。これは日本国内に

たくさんありますし、アジアにもたくさんあり

ます。それを集積が初めて可能にする。そうい

う対応ができる集積が初めて棲み分けの中で生

き残れる集積であるし、その集積があれば日本

国内でやる方が有利で、まだ10年はもつだろ

う。まあ10年先はわかりません。私もリタイア

ですから（笑）、それはそれで中国に住めばいい

のかもしれません。いずれにしても10年はもつ

だろうと思っています。そういう意味で集積を

いかに生かしていくか。その集積のあり方を大

きく変えていかなきゃいけない。そして名古屋

で大都市型があるということはその芽があるん

だろうと思います。ぜひそれをうまく生かして

いけば名古屋も大変身できるかなと思います。

私は遅いんじゃないかなと思っています（笑）。

以上です。

【コーディネーター】 ありがとうございまし

た。それでは続けて植田さん、お願いします。

【植 田】 私の場合は渡辺先生より十数年間
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研究を続けていきますから、もっとその十数年

先を見越して考えていかなきゃいけないといけ

ない。そこで、国内の産業集積が、20年、30年

のスパンでどういう形で残り得るのか、あるい

は発展し得るのか。もちろん規模的な問題では

なくて質的な問題、あるいは機能的な問題とし

てどういう形があり得るのかということを、20

年、30年のスパンで考えていきたいと思ってい

ます。その時に、棲み分けという形はもちろん

大事だと思うんですけれども、さらにその上に

どういう形の展望があり得るのかということで

すね。それを考えていかなきゃいけないかなと

いうふうに思っています。それはやっぱり若い

人がやらなきゃいけないなということです

（笑）。

それと、愛知県の今後についてですが、大阪

でもそうなんですけれども、大阪市も名古屋市

もですね、東京と比べて違うのはデータが少な

いということです。東京の場合には、大田区や

墨田区を初めとして区ごとの割と詳細な調査と

いうのが結構やられて、その蓄積があるんです

けれども、大阪でも東大阪は結構あるんですが、

特に大阪市になりますと、もうほとんどデータ

の蓄積がない。名古屋市も多分、さっきの話を

聞きますと同じような状況だと思いますので、

データをまずどういう形で蓄積していくのかと

いうことが一つの課題かなと今思っておりま

す。

名古屋は東京や大阪と比べてどっちに似てい

るのか。例えばエスカレーターは東京型ですが。

全体としてはやっぱり東京にも大阪にも似たと

ころがあり、また独自なところがあると思うの

でそれぞれの地域の特徴というのを把握すると

いうことと、もう一つは、いわゆる大都市型と

いうような形で共通として見つけられるところ

は見つけていくというように、独自性の追求と

一般化できるところの追求ということをやっぱ

り両方追求していかなきゃいけないと思ってい

ます。そういう点では大阪も一緒なんですけれ

ども、できれば何らかの形で協力してやってい

きたいと思っています。

【コーディネーター】 ありがとうございまし

た。それでは有田さん、お願いします。

【有 田】 工業集積、産業集積の学問上の研

究という点では、最近は大変盛んになってきて

いますけれども、こういうふうな考え方がある

のです。それは産業集積を見るのに、それを生

理分析モデルと病理分析モデルというふうに分

けまして、産業集積を研究するのは生理分析モ

デルだという考え方です 。つまりどういうふ

うに動いているかという、生理機能をまず研究

することが任務なんだということを非常に強調

している研究があるんですけれども、私も確か

に例えば名古屋の工業集積を見た場合、それが

どうなっているんだということをまず知ること

が大事だという意味でもって、生理分析モデル

として考える必要があるかと思うんですけれど

も、じゃあなぜそれがどうなっているかを知ら

なければならないのかというと、そこにどうい

う問題があるかということを明らかにしたいか

らなのです。つまり生理機能が正常に働かなく

なっている。原因はどこにあるかというような

ことを考えなければならないのですから、それ

はやはり病理分析モデルの研究が必要だと思う

んです。今、名古屋の工業集積をやるのはその

生理機能がどうなっているかというかというこ

とが中心になろうかと思いますけれども、それ

はそれをもとにして、あくまでも産業集積の持

つ問題性、問題点というものを明らかにしてい

くことではないかというふうに思います。そう

いう方向に進んで行ってもらいたいと思いま

す。渡辺さんはもうじきリタイアだそうですが、

もう私はリタイアしておりまして（笑）、若い人

たちにそういうことを期待いたしたいと思いま
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す。

（注）松島茂「新しい中小企業論」（伊丹・松島・橘川編

『産業集積の本質』有斐閣、1998年）

【コーディネーター】 ありがとうございまし

た。それでは渋井さん、お願いします。

【渋 井】 産業集積研究の今後のあり方とい

うことですけれども、先ほど有田先生が言われ

たように、確かに産業集積研究が盛んになって

きまして、あちこちから報告書だとか論文が出

ています。ただ、それらの多くは、こういう地

域にこういう産業がこんなふうに分布して、こ

んなものをつくっているよ、という研究なんで

すね。そういう報告はたくさん出るのですが、

それがどういうふうに、どんなメカニズムでも

って維持・再生産されてきたのかということが、

あまり見えてこないのです。もちろん、どうい

う地域に何があるかをまず調べるということは

大事ですから、そういう研究にも意味があると

思いますけれども、やはりそこの集積の構造

構造というのは変化しながらも再生産さ

れていくからこそ意味を持っているわけで、そ

の再生産のメカニズムというものを明らかにす

るということが、産業集積研究にとっては決定

的に重要だろうと思っています。もちろん、そ

の集積地がどんな機能を持っているのかという

ことを明らかにするのも、そのうちの一つだと

思います。それを分析するからこそ、この同じ

メカニズムでこういう環境変化に対応して行け

るのだろうか、あるいは新しいメカニズムをつ

くらないとポシャってしまうのだろうか、それ

とも微調整すれば何とかやっていけるのだろう

か といったことも見えてくるわけでしょ

う。ですからそういう視点を持って、私自身も

産業集積の研究をしていきたいと思っていま

す。

それから、そういう研究をする上でのデータ

の問題がありましたけれども、データの少なさ

という点では、この愛知県は相当苦労します。

官庁統計ももちろん大事ですけれど、それだけ

でなく、生のお声を聞きたいという部分があり

ますので、アンケートですとか、インタビュー

とか皆さんに依頼するのですが……どうも慣れ

ておられないせいか、何かうさん臭い手紙が来

たと思われるのか、なかなか返事が返ってこな

いんですね。インタビューを依頼しても断られ

てしまうことが多いです。ですからフロアーの

皆さん、企業の方おられましたら、今後私ども

のインタビューの依頼が行きましたら、ぜひお

引き受けいただきたいと思うのです。またお友

達等々にも、こういう連中がインタビューの依

頼をしてきたら、怪しいもんじゃないから受け

入れてあげなさい、というふうにぜひお伝え下

さい。お忙しいところ申し訳ないとは思います

が、やはり生の声をじかに聞かないとわからな

いという部分がありますので、ぜひよろしくお

願いいたします。

【コーディネーター】 どうもありがとうござ

いました。

以上でシンポジウム第１部は終了しました。

フロアーの皆さんには長い時間お付き合いいた

だきまして、ありがとうございました。またパ

ネラーの皆さんも貴重な話をしていただきまし

て、ありがとうございました。私たちはきょう

の話を参考に今後も産業集積の研究を深め、再

びこうした形で皆さんに報告する機会が訪れる

ことを期待しております。

それでは最後に、パネラーを務めた皆さんに

大きな拍手をお願いいたします。（拍手）
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［付録］

シンポジウム当日配布資料⑴

2001年９月23日

産業集積と地域政策

第１部 産業集積の地域的特徴：愛知・東京・大阪のものづくり

東京（京浜）地域の場合 広義の機械工業を中心に

渡辺幸男 慶應義塾大学経済学部

１ 東京（京浜）地域の機械工業の１つの特徴・独自性

日経の６月14日・15日の首都圏版の記事「試作請負」「メタルマウス」

試作中心の企業・高度な加工企業の紹介

私のここでの注目点

試作そのもの・その技術の水準そのものではなく

その小規模性（７人と６人）と外注利用の多さ（安久工機 約30社利用）

独自な生産のあり方（仕事に応じて外注を使い分け、必要に応じて利用）

（零細企業の随時外注利用に適切に対応する小零細企業の存在）

その意味 変化の激しい仕事に機能専門化し、外注利用して極めて柔軟に対応可能

諏訪の中堅プラントメーカー Ｍ機械の京浜地域での外注利用拡大

諏訪で30社ほどの加工専門化小零細企業を外注利用

諏訪の外注先よりも２割高くとも、利用拡大

使い勝手のよさ、

必要なとき必要な水準のものを迅速に、かつ必要なときだけ利用可能

小ロット、不規則発注、随時発注内容変化、短納期 対応

窓口小零細企業に発注するだけで、多様な加工工程企業を利用可能

２ 東京（京浜）地域の集積の特徴がもたらす機能の独自性

技術水準の高い、特定機能に高度に専門化した小零細企業群の独自性

特定加工に専門化した小零細企業自身が

多数の企業からの半端な難しい仕事の受注

多様な分野から受注 各種機械分野を中心に金属製品等も

広域的な受注 零細企業でも関東一円を対象とする

双方向の取引 小零細企業間での双方向の受発注関係

難しく、変化・変動の激しい需要に小零細企業層として極めて柔軟に対応

その層の存立には地域全体として地域内外からの仕事の総量の拡大が必要
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３ 東京（京浜）地域の集積の小零細企業層に現在生じていること

小零細企業経営者の高齢化・後継者難 一部廃業

不況 設備投資・試作等の頭打ち

周辺地域との広域取引内での特定機能専門化企業の増大

京浜地域としての層の減少・より広域的な形態での機能維持

シンポジウム当日配布資料⑵

東大阪地域の産業集積

大阪市立大学経済研究所 植田浩史

１ はじめに

・東大阪地域をどう見るのか 東京城南地域との比較

２ 産業集積としての東大阪地域

・地理的範囲

・集積の規模

・歴史的な展開

３ 東大阪地域産業集積の特徴

⑴ 発展の特徴

① 大阪市東部から東大阪市、八尾市にいたる地域に広がる大規模な工業集積

② 歴史的な形成過程では、最大で50年程度のタイムラグ

③ 大阪市内との関係の強さ

④ 核になる大工場、中堅工場がそれほど多くない

⑤ 地場産業的な分野の存在→単なる地場産業ではなく、時代の変化とともに発展

⑵ 構造的特徴

① 集積規模の大きさ

② 「多様性」需要分野、製品開発・下請加工、分業関係

③ 製品開発

④ 厳しい経済環境

⑤ 同じ産業集積地域である大田区との違い

４ これからの東大阪地域産業集積の課題

① 地域内、地域外とのネットワーク
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② 「多様性」と「専門性」

③ 産業集積の可能性を生かした取り組み

④ ブランドの確立

シンポジウム当日配布資料⑶

2001年９月23日

愛知県の産業集積
「合体型」集積構造と自動車技術の進化

名城大学経済学部 渋井 康弘

⑴ 愛知県の製造業概観

① 多様な業種を配しつつも、機械関係業種が代表的。

② 機械のうち、自動車の比重大。

⑵産業集積の構造：「合体型」集積構造

① (西）三河地域＝自動車を軸とする企業城下町型構造

→完成車メーカーの展開とともに維持・再生産。

② 名古屋地域＝大都市工業型構造

→小ロット・難加工を含む多様な加工、取引を通じて維持・再生産。ただし、その多様性にはま

だ未成熟の部分あり。

③ ①②はそれだけでは完結せず、相互に連携・補完。

→名古屋の集積は、三河からの仕事が一つの支えになることで、大都市工業型の形で維持・再生

産可能となった。三河の集積も、名古屋の小ロット・難加工への対応力を必要としてきた。

⇒愛知県の集積のタイプは、両者の「合体型」。

⑶直面する困難といくつかの展望

①困難の基礎：90年代からの長期不況、製造業の海外移転・空洞化→両者の連動。

②打開策の模索：横請ネットワーク、仲間取引関係など。

→新しい取引関係、新しい仕事の開拓に挑戦。

③新しい取引関係、新しい仕事…自動車にこだわることで生まれる可能性もある。

Ex.自動車の情報化、環境対応、安全対応など…本格的に進めようとすれば、様々な業種の様々な企

業と協力して、新しい製品、加工に取り組まざるをえないし、その過程で、他の様々な分野への

応用も考えられる。

→愛知県の集積には、こうしたことを進めうる技術力、条件がある。

「空気のきれいな産業集積地」、「交通事故の無い自動車大国」への道も。
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愛知県の製造業の推移（全事業所）

事業所数 従業者数

(人）

製造品出荷

額等（億円）

1990年 61,277 1,014,097 369435

1993年 58,779 999,316 357956

1995年 55,330 949,776 339522

1998年 53,674 919,372 352531

『あいちの工業』各年版、より

愛知県の各地域における機械工業の比重（1998年：従業者４人以上の事業所）

事業所数 愛知県 (％) 尾張地域 (％) 西三河地域 (％) 東三河地域 (％)

うち名古屋 (％)

製造業全体 30,301 100 20,785 100 8,708 100 6,226 100 3,290 100

金属製品 4,024 13.3 2,935 14.1 1,375 15.8 806 12.9 283 8.6

一般機械 4,862 16.0 3,325 16.0 1,523 17.5 1,108 17.8 429 13.0

電気機器 1,606 5.3 1,128 5.4 453 5.2 274 4.4 204 0.1

輸送機器 2,320 7.7 1,131 5.4 459 5.3 899 14.4 290 8.8

精密機器 238 0.8 162 0.8 93 1.1 32 0.5 44 1.3

機械関係計 13,050 43.1 8,681 41.8 3,903 44.8 3,119 50.1 1,250 31.9

従業者数 愛知県 (％) 尾張地域 (％) 西三河地域 (％) 東三河地域 (％)

(人) うち名古屋 (％)

製造業全体 869,028 100 485,382 100 162,834 100 292,058 100 91,588 100

金属製品 65,563 7.5 47,012 9.7 17,252 10.6 13,934 4.8 4,617 5.0

一般機械 117,658 13.5 76,712 15.8 22,925 14.1 30,251 10.4 10,695 11.7

電気機器 79,906 9.2 50,490 10.4 14,668 9.0 21,031 7.2 8,385 9.2

輸送機器 222,657 25.6 45,715 9.4 17,430 10.7 152,501 52.2 24,441 26.7

精密機器 10,906 1.3 3,970 0.8 2,325 1.4 4,660 1.6 2,276 2.5

機械関係計 496,690 57.2 223,899 46.1 74,600 45.8 222,377 76.1 50,414 55.0

製造品出荷 愛知県 (％) 尾張地域 (％) 西三河地域 (％) 東三河地域 (％)

額等（億円） うち名古屋 (％)

製造業全体 349483 100 152650 100 49850 100 153322 100 43511 100

金属製品 14327 4.1 9914 6.5 3084 6.2 3467 2.3 946 2.2

一般機械 34436 9.9 22641 14.8 6636 13.3 9353 6.1 2442 5.6

電気機器 27595 7.9 15389 10.1 4385 8.8 8847 5.8 3359 7.7

輸送機器 153962 44.1 19867 13.0 10560 21.2 109373 71.3 24721 56.8

精密機器 3215 0.9 798 0.5 406 0.8 1919 1.3 499 1.1

機械関係計 233535 66.8 68609 44.9 25071 50.3 132959 86.7 31967 73.5

『平成10年 あいちの工業』平成12年１月発行、より
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